
定
価
四
〇
〇
円（
会
員
の
購
読
料
は
含
会
費
）

ISSN 2186-7763

沖縄県薬剤師会

女性薬剤師部会
薬草園だより

No.283.　2016（平成28年）　8・9月号

誌上ギャラリー
（会員作品） 

お気軽にご投稿下さい。





－ 1－

おきなわ薬剤師会報　平成28年８･ ９月号

／目／次／

薬剤師倫理規定

巻 頭 言

学 術 研 修

実 務 実 習

女性薬部会

学 薬 部 会

卸 薬 部 会

啓発・普及活動

その他会務報告

Ｄ 　 Ｉ

県民の皆様へ

薬 草 学

投 稿

リレー随筆

薬連だより

転 載 記 事

警 察 通 達

会 務 報 告

一 包 一 話

会 員 作 品

薬草園だより

職 員 人 事

編 集 後 記

お し ら せ

　　

より良い地域医療の担い手を目指して………………………………………伊佐　常隆…

平成28年度新任・新人薬剤師研修会報告……………………………………外間　惟夫…

　新任・新人薬剤師研修会に参加して………………………………………石川有美子…

平成28年度 第1回 薬剤師のための症例検討入門研修会報告…………伊差川サヤカ…

平成28年度 第2回 薬剤師のための症例検討入門研修会報告……………外間　　登…

平成28年度Ⅰ期薬学生実務実習報告…………………………………………我喜屋美香…

実務実習薬学生 平成28年度第Ⅰ期生からの体験記・感想………………………………

　 前田翼、登川敬宗、洲鎌はつえ、具志堅聖、宮城貴之、玉城祐太朗、比嘉さおり、伊礼ほたる

　 玉城佐穂里、大城英恵、姫野智子、山城のぞみ、湧田英恵、幸地茜、宮良遙奈

平成28年度 女性薬剤師部会 第17回漢方講座報告………………………我如古伊都子…

平成28年度 女性薬剤師部会 第18回漢方講座報告………………………与那覇乙梨恵…

平成28年度（第44回）学校薬剤師部会総会・講演会報告…………………名嘉　紀勝…

平成28年度 日本医薬品卸勤務薬剤師会 沖縄県支部会報告………………吉冨　弓江…

「しごとミュージアム」参加報告……………………………………………大城　喜仁…

平成28年度 健康づくり支援事業「リーダー養成講習会」報告…………大城　喜仁…

未来の産業人材育成事業「職業人講話」について…………………………大城　喜仁…

　～久米島町立久米島西中学校での取組～…………………………………照屋　愛海…

　～竹富町立黒島中学校での取組～…………………………………………照屋　愛海…

　～宮古教育事務所初任者研修での取組～…………………………………照屋　愛海…

那覇市立鏡原中学校における職場体験学習…………………………………佐久本優太…

沖縄戦殉職医療人之碑へ慰霊…………………………………………………大城　喜仁…

薬事情報おきなわNo.240………………………………………………薬事情報センター…

あまくま薬立つ情報……………………………………………………………………………

身近な薬草を知ろう 第27回 ハンダマ（水前寺菜：金時草）……………狩俣　イソ…

第39回沖縄県小児糖尿病サマーキャンプに参加して………………………砂川　智子…

漢方認定薬剤師…………………………………………………………………古謝さなえ…

藤井選挙を振り返って 沖縄県薬剤師連盟 かく戦えり……………………亀谷　浩昌…

藤井もとゆき参議院選挙に向けての活動報告………………………………石川　恵市…

藤井もとゆき激励会報告………………………………………………………上原　卓朗…

琉球新報こども新聞より転載「安全提供へ何度も確認」薬剤師職能紹介される…大城　喜仁…

琉球新報より転載　論壇「子どもの貧困解決への一里塚｣…………………亀谷　浩昌…

沖縄タイムスより転載　論壇「薬用植物園の増設は有用｣…………………与儀　和子…

琉球新報より転載「熊本地震　義援金・支援」　多くの会員が復興のために支援されています…

琉球新報より転載「なごみ会主催県民健康フェア広報｣…………………………………

沖縄タイムスより転載「わがまちの老舗」コーナーに“ぎのざ薬局”が紹介される…

沖縄タイムスより転載「県内小規模離島で2店だけ」“あぐに薬局”が紹介される……

沖縄タイムスより転載「国際ソロプチミスト沖縄：リーダーの育成に力｣……………

国際テロ対策「爆発物原材料を取り扱う事業者」向け合同訓練…………………………

平成28年6月～ 8月分…………………………………………………………………………

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成28年6 ～ 7月分)…………………………………………

8月･お盆の後先き………………………………………………………………橋　の　下…

誌上ギャラリー（裏表紙）について…………………………………………………………

ウコンの花………………………………………………………………………与儀　和子…

新入職員紹介（石川有美子さん、神山侑子さん)…………………………………………

……………………………………………………………………………………………………

くすりと健康フェア「県民公開講演会」のご案内…………………………………………

第30回沖縄県薬剤師会学術大会・沖縄県薬剤師会創立90周年記念祝賀会のご案内……

学校薬剤師＆学校薬剤を希望の会員の皆様へ…………………………学校薬剤師部会…

県薬が会員に販売している印刷物等…………………………………………………………

会員にかかる弔事に関する薬剤師会への連絡について……………………………………

会報原稿募集のご案内…………………………………………………………………………

( 2 )

( 5 )

( 7 )

( 8 )

(10)

(12)

(13)

(22)

(23)

(24)

(26)

(27)

(28)

(29)

(29)

(30)

(31)

(32)

(34)

(35)

(51)

(52)

(54)

(55)

(56)

(57)

(58)

(60)

(61)

(62)

(63)

(63)

(64)

(65)

(65)

(66)

(67)

(73)

(74)

(76)

(76)

(76)

(77)

( 3 )

( 4 )

(25)

(72)

(72)

(76)

・表 紙

題字：豊
とよ

 平
ひら

 峰
ほう

 雲
うん

　　　 「アスンシオンの薬局」photo by 吉田 久子　撮影地：パラグアイ



－ 2－

おきなわ薬剤師会報　平成28年８･ ９月号

　　　　　　　　より良い地域医療の
　　　　　　　　　　　　担い手を目指して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中部地区薬剤師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　伊佐 常隆

巻 頭 言

　中部地区薬剤師会（以下、中部地区薬）は、

沖縄支部、宜野湾支部、うるま支部、嘉手納

支部の4支部、3市3町5村からなり、約300名

の会員から構成されています。平成10年に沖

縄県立中部病院（以下、中部病院）から医薬

分業が始まり、それに伴い先輩方々の尽力で

会員の結束が強くなり、中部地区薬の組織作

りが確立され、現在に至っている事に感謝し

ております。

　私が中部地区薬の会長になり1年3 ヶ月が

経ちました。中部地区においては、狭いなが

らも新しい事務所に去年の3月に移転し、気

分一新スタートをしました。

　今年の4月に大幅な診療報酬改定があり、

かかりつけ薬剤師、かかりつけ薬局、健康サ

ポート薬局と今までに無かった制度が始まり

ました。患者、地域住民にこれまで以上に寄

り添い、より細かいサービスが求められるよ

うになり、薬剤師としての専門職能はもちろ

ん、コミュニケーション能力、人に与える印

象など、極端に言えば、性格、人間性までも

個々の評価として求められる事になるでしょ

う。

　中部地区薬では、かかりつけ薬剤師として

の地域活動の一つである「健康とおくすり相

談会」（以下、相談会）を、イオン琉球ライ

カムショッピングモールの協力のもと、役員

はじめ会員皆で取り組み、盛大に開催するこ

とができました。通常行われている体組成成

分分析器による測定、血圧測定、動脈硬化測

定器による血管の弾力性チェックに加え、相

談会としては初めてHbA1c測定も実施し、大

勢の地域住民で賑わいました。初めて相談員

として参加した会員も多く、特に若い薬剤師

の先生方が積極的に参加され、相談に真剣に

取り組んでいる姿に、かかりつけ薬剤師とし

ての今後の意気込みを感じました。これから

も相談会は定期的に開催する予定ですので、

顔の見える薬剤師を目指して多くの会員の参

加を希望します。

　また、中部地区薬では、平成19年から薬薬

連携として、中部病院と応需薬局の間で演題

を出し発表をしています。ドクターにも講師

をお願いしてのこの勉強会「薬たっちゃーの

会」は、今では中頭病院、ちばなクリニック

に加え、新しく中部徳洲会病院も参加するこ

とになり、これまで34回開催しました。今後

ますます充実した内容になると期待しており

ます。

　政府は、2025年、2030年に予想される団塊

世代の問題や少子化問題、社会保障費の窮迫

した状態に対応した施策を打ち出していま

す。我々薬剤師は、それに備え、対応してい

かなければなりません。

　昨年の秋に、厚生労働省（以下、厚労省）

が公表した「患者のための薬局ビジョン」は、

医薬分業の原点に返り、現在の薬局を患者本

位のかかりつけ薬局とするための指標であ

り、地域包括ケアの一翼を担う薬局としての

姿を示しているものでもあります。在宅患者
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に対する訪問薬剤管理指導はもちろんのこ

と、かかりつけ薬局、かかりつけ薬剤師の資

質に加え、今後さらに研修を重ねて、地域住

民に十分な健康情報を提供できる「健康サ

ポート薬局」ではないでしょうか。

　10月から「健康サポート薬局」の登録も始

まります。ひと昔前の町の薬局は、OTC薬や

サプリメントも置き、健康相談を受け、受診

勧奨もするという、今の厚労省が勧めている

セルフメディケーションを実施していまし

た。これから私達の活動方向は、地域住民が

気軽に相談できる、まさしくファーストアク

セスとしての薬局なのです。今回の条件の中

には要指導医薬品を置くことや、土・日曜日

のいずれかに一定時間を開局することや、24

時間対応のできる体制等、ハードルの高い部

分もありますが、これらは時代のニーズであ

り、調剤だけの薬局は取り残されていくので

はないでしょうか。

　地域住民の普段からの健康づくりを主体

的・積極的に支援する薬局と言い切れる、薬

局、そして薬剤師を目指し頑張って参りま

しょう。

お知らせ

沖縄県立中部病院感染症内科・地域ケア科医長

福岡県生まれ。東京大学医学部保健学科、山口大学

医学部医学科を卒業。国立病院九州医療センター、

九州大学病院、佐久総合病院、厚生労働省勤務を経

て、現在は、沖縄県立中部病院において感染症診療

に従事。また、終末期患者に対する在宅緩和ケアを

行っている。群馬大学医学部非常勤講師、神戸大学

医学部非常勤講師、日本医師会総合政策研究機構非

常勤研究員、沖縄県地域医療構想検討会議委員、沖

縄県医師会在宅医療・介護連携統括アドバイザー。

著書に『アジアスケッチ 目撃される文明・宗教・民

族』（白馬社、2001年）、『ホワイトボックス 病院医

療の現場から』（産経新聞出版、2008年）、『地域医

療と暮らしのゆくえ　超高齢社会をともに生きる』

（医学書院、2016年）など多数。

薬と健康の週間 10/17 (月) ～ 23 (日)

くすりと健康フェア
＜心身ともに健康＞

県民公開講演会

演題

講師

沖縄県で“最後まで”

自分らしく暮らすために

高 山 義 浩（たかやま よしひろ）

平成28年10月20日(木) 19:00 ～ 20:00

パレット市民劇場

入場
無料
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第30回沖縄県薬剤師会学術大会開催のご案内
沖縄県薬剤師会 創立90周年記念祝賀会・懇親会

日本薬剤師研修センター認定研修・日本病院薬剤師会生涯教育認定講座・JPALS 47-2016-0111-101

　第30回沖縄県薬剤師会学術大会を下記のとおり開催いたしますので、多くの会員の皆様がご参

加いただき、研鑽を積まれますようご案内申し上げます。なお、今年は本会が創立90周年にあた

り、学会終了後の懇親会を記念祝賀会として開催致します。その席で、演題発表認定証ならびに

奨励賞の授与および沖縄県薬剤師会長賞と創立90周年記念特別表彰を執り行ないますので、是非

ご参加下さい。
（第30回沖縄県薬剤師会学術大会 実行委員会）

　　　日    　  時：平成28年11月6日(日)
　　　受    　  付：午前9時30分～　　　開　　会：午前10時

　　　会    　  場：沖縄県看護協会会館（学会）、沖縄県薬剤師会会館（祝賀会・懇親会）

　　　参 加 資 格：沖縄県薬剤師会会員・沖縄県病院薬剤師会会員

　　　大会参加費：県薬剤師会会員 1,000円　 県病院薬剤師会会員 2,000円

　　　　　　　　　当日受付にてお支払い下さい。（懇親会費を含む）

※どちらにも所属していない方は、参加費1万円。但し、学会当日までに入会された方は、

その限りではありません。なお、日本薬剤師会学生会員、実務実習中の薬学生は無料！

○ 会員発表　18題予定（午前の部）10:10 ～ 11:10　（午後の部）14:00 ～ 16:00（予定）

○ ランチョンセミナー　12:40 ～ 13:40（予定）　共催：塩野義製薬 株式会社

　　『慢性腰痛症診療の実際』　　 琉球大学医学部附属病院 整形外科 助教　六角 高祥 先生

【お弁当を準備しております(無料)。但し、予約者のみ】

○ 創立90周年記念講演Ⅰ　11:10 ～ 12:10（予定）

　　『顔の見える薬剤師をめざして ～チーム医療における薬剤師の役割～』

琉球大学医学部附属病院 病院長　藤田 次郎 先生

○ 創立90周年記念講演Ⅱ　16:20 ～ 17:50（予定）

　　『薬剤師 新しい時代をどう生きるか　～薬剤師が心がけること～（仮題）』　

参議院議員・薬学博士　藤井 基之 先生 ・ 日本薬剤師会 副会長　乾　英夫 先生

○ 創立90周年記念祝賀会　18:20 ～（予定）会場：沖縄県薬剤師会館

お知らせ

第30回沖縄県薬剤師会学術大会・創立90周年記念祝賀会 参加申込票

　氏名 　　　　　　　　　　・勤務先 　　　　　　　　　　　（TEL） 　　　　　　　　　　

　※ 1. ランチョンセミナー　2. 学会 (特別講演会含む）　3. 祝賀会 　(参加する項目に○印をして下さい)

　　　○ランチョンセミナーのお弁当は本参加申込票にて参加予約した方のみとなります。

　　　○学会および特別講演会からの途中参加者も参加費は同額となります。

　　　○遅れての参加は、単位取得ができないことがあります。

　　　○参加お申し込みされた方には入場券を発送致しますので、大会当日は必ずご持参願います。

返送先ＦＡＸ番号　0 9 8 - 9 6 3 - 8 9 3 2　（平成28年10月20日(木）必着）
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平成28年度 新任・新人薬剤師研修会 報告

　　　　　会期：平成28年7月10日(日）

　　　　　会場：沖縄県立南部医療センター・こども医療センター薬局（施設見学）

　　　　　　　　沖縄県薬剤師会館 ホール（研修会）

　　　　　共催：沖縄県薬剤師会・沖縄県病院薬剤師会

　平成28年度新任・新人薬剤師研修会は、去

る7月10日に沖縄県薬剤師会館ホールで開催

された。参加者は、薬局21名、病院34名、薬

学生17名、卸2名、その他2名の計76名と多く

の参加があった。講義前に自由参加で沖縄県

立南部医療センター・こども医療センター薬

局の施設見学が行なわれ、29名と多くの参加

があり、同病院薬局の長田茂薬局長と照喜名

重裕副薬局長に対応いただいた。

学術研修

学術研修委員会

委員長　外間 惟夫

＜プログラム＞　　　　　　　　　　　　　　　司会　学術研修委員会 委員長　外間　惟夫

　1. あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖縄県薬剤師会 会長　亀谷　浩昌

　2. 医薬品情報業務について　　　　　　　　　　　　　　　 株式会社 琉薬　吉冨　弓江

　3. 薬歴の書き方ついて　　　　　　　　社会医療法人 仁愛会 浦添総合病院　浜元　善仁

　4. フィジカルアセスメントについて　　　　　　　琉球大学医学部附属病院　佐久川　卓

　5. 学校薬剤師部会紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　学校薬剤師部会　上原　卓朗

　6. 青年薬剤師部会紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　青年薬剤師部会　西川　　裕

　7. 女性薬剤師部会紹介　　　　　　　　　　　　　 女性薬剤師部会 部会長　村田美智子

　研修会は、学術研修委員長の司会のもとに

進行し、まず亀谷薬剤師会会長から新任・新

人薬剤師に対する期待と自己研鑽継続の重要

性、そして参議院選挙に関連したお話をいた

だいた。

＜施設見学＞

大人気の施設見学。長田茂薬局長 (左) と照喜名重裕副薬局長 (右) の2グループに分かれて見学をした。
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　最初の「医薬品情報業務について」は、株

式会社琉薬の吉冨弓江先生が担当され、卸勤

務の薬剤師のDI業務紹介からはじまり、情報

検索の基本、検索サイト紹介や、問い合せの

内容や事例Q&Aなど多岐にわたる有益な講義

であった。

　「薬歴の書き方について」は今回初めて病

院勤務薬剤師依頼ということで浦添総合病院

の浜元善仁先生が担当されたが、薬歴未記載

問題からなぜ薬歴が必要か、目的は何か、薬

歴はより良い薬物治療を提供するツールであ

ること、そして実例では SOAP記載の具体例

を示しながらの大変興味深い講義であった。

　さらに「フィジカルアセスメントについて」

は、琉球大学医学部附属病院の佐久川卓先生

に再度担当いただき、フィジカルアセスメン

トに興味を持った体験談、フィジカルアセス

メントの必要性、病院だけでなく薬局勤務薬

剤師にも必要なこと、失敗談や症例提示そし

てDMAT紹介など参加者に質問しながらの実践

的な講義であった。

　後半は、学校薬剤師部会の上原卓朗先生か

ら「学校薬剤師部会」について、青年薬剤師

部会紹介では青年薬剤師部会の西川裕先生か

ら、最後に女性薬剤師部会の村田美智子部会

長から部会活動について紹介いただき、無事

閉会となった。

　今年の研修会も1 ～ 3年目の新人薬剤師や

薬学生の参加が多く見受けられたが、講師や

テーマを工夫することにより連続聴講しても

実りのある研修会となるよう、今後も努力し

たい。本研修会が、今回参加いただいた新任・

新人薬剤師と薬学生の今後の活躍の一助とな

れば幸いである。

＜講 師 陣＞

吉冨 弓江 氏 浜元 善仁 氏 佐久川　卓 氏 上原 卓朗 氏

西川　裕 氏 村田 美智子 氏

外間 惟夫 学術研修委員長 亀谷 浩昌 会長
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＜新任・新人薬剤師研修会に参加して＞

会営薬局うえはら

石川 有美子

　今回の研修会のテーマは「どんな薬剤師を

目指すのか」であると私は考えました。薬剤

師は様々な場所で従事しています。例えば病

院や薬局、製薬企業、医薬品卸です。今回、

講義して下さったのは医薬品卸、病院で働く

先生方でした。

　初めに、医薬品卸の業務を琉薬DI室の吉冨

先生の講義を受けました。正直、大学等で医

薬品卸の業務自体の説明は受けていました

が、薬剤師の役割という点で説明を受けたこ

とはほとんどありませんでした。そのため吉

冨先生の講義は興味深かったです。薬の情報

にとどまらず、テレビの特集や医療関係の書

籍、流行している疾患、ハブの退治法など医

薬品卸への問い合わせが多岐にわたっていた

ことには驚きました。どの問い合わせに対し

ても適切な回答を必要とします。それゆえ信

頼性の高い情報収集はもちろんのこと、多く

の情報の中から必要な情報だけを取捨選択す

る能力が不可欠であると感じました。また情

報収集に有用な検索の方法も知ることができ

ました。

　次に、浦添総合病院薬剤部の浜元先生の講

義では、最近話題になった薬剤服用歴未記載

問題を取り上げながら始まりました。POSや

SOAPの記載方法を学ぶ中で、患者さんごとの

問題点や背景に気付き、より良い治療環境を

つくることができるという点に着目すること

ができました。今後は病院内外を問わず、患

者に関する情報が共有化される時代になりま

す。その時、患者さんの情報を正しく読み取

り、どのように患者さんの治療に活かしてい

くかは薬剤師の手腕によるところも大きいと

感じました。

　さらに、琉球大学医学部附属病院薬剤部の

佐久川先生は「薬の専門家」から「薬の責任者」

に変わった薬剤師がどのように患者の健康に

関わるべきか、その点からフィジカルアセス

メントの実践を提案する講義でした。まずは

バイタルサインの基本を学び、パルスオキシ

メーターで自身の血中酸素飽和度や脈拍の測

定を行いました。実際、講義中に学んだ体温

計の正しい使い方は研修後に家族で試してみ

ました。患者さんの体温測定に立ち会う機会

はなかなかありませんが、健康に関する知識

を患者さんに伝えることで、セルフメデュ

ケーションの推進に繋がっていくと思いまし

た。加えて佐久川先生はDMATについてもお話

してくださいました。東日本大震災や熊本地

震で活躍し、DMATは注目を集めました。しか

しながら私はトリアージでのフィジカルアセ

スメントの重要性をしっかりと理解していま

せんでした。トリアージでは30秒以内で1人

の判断を下さなければなりません。災害死を

最小限に抑えるためには、優れた判断力や決

断力が必要とされます。そしてその能力を錆

びさせないために訓練を継続していくことが

大事であるということが講義から伝わってき

ました。

　最後に、今回の講義を通じて、薬剤師に必

要な能力について多角的に考えることができ

ました。学生時代には、たくさんの知識を吸

収することに重きをおいていました。しかし

ながら薬剤師としてスタートを切った現在

は、知識に囚われるだけでなく、実践するこ

と。また自分はどのような薬剤師を目指すの

か、そのためにどんな知識・経験が必要か考

えることを怠らず、着実に一歩一歩進んでい

くことこそ新人薬剤師として成長していくう

えで大切だと思いました。医療は日々進歩し、

私たち薬剤師の在り方も大きく変わっていく

ことでしょう。私はそんな状況に適応しつつ、

柔軟な発想を持ってより良い医療環境を患者

さんに提供できる薬剤師になっていきたいと

考えます。
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平成28年度 第1回薬剤師のための症例検討入門研修会報告

　　　　　　　　　　　　会期：平成28年6月9日(木）20:00 ～ 21:30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　平成28年日6月9日（木）、 学術研修委員の

阪本崇彰先生を講師にお招きし、平成28年度

第1回症例検討入門研修会が薬剤師会館にて

行われました。昨年度の「薬剤師のための症

例検討入門研修会」は、高血圧と心不全の2

症例をテーマに、それぞれ基礎編と応用編に

分け計4回開催し、多くの会員のご参加を頂

いておりました。

　平日の夜遅くからの開始でしたが、研修会

場はほぼ満席で、参加人数は111名（県薬97名、

病薬10名、薬学生4名）と大盛況でした。

　本会のテーマは糖尿病の基礎知識。急きょ

司会を務めることとなりましたが、会の進行

を一瞬忘れそうになるほど、坂本先生の講義

を夢中で聞いていました。面白く、わかりや

すい講義内容で、ほとんどの方が必死にメモ

をとっていた様子だったので、改めてこの場

をかりて概要を述べることは割愛させていた

だきたいと思います。

　今回の阪本先生の講演会では、糖尿病の基

礎知識を学んだが、検査値について多くをカ

バーした講義になっていました。血糖値だけ

ではなく、ヘモグロビンA1c、グリコアルブ

ミン、インスリン分泌指数、HOMA-IR、C-ペ

プチドなどの検査値についても学びました。

　薬剤師は、薬についての専門家だが、検査

値はどうも弱いことが多いと言われています

（私だけかもしれませんが）。従来は医師が検

査値を確認し、治療方針を決定していました

学術研修

琉球大学医学部附属病院

伊差川 サヤカ

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司会進行：広報委員会　伊差川　サヤカ

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会 会　長　亀  谷  浩  昌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学術研修委員会 委員長　外　間  惟　夫

　○研修　テーマ『糖尿病』 超基礎編　　　　　　 講師：学術研修委員会　阪　本　崇　彰

が、今後は薬剤師も検査値を確認することで、

医師の治療方針が適正であり、患者にとって

妥当なものであるかをチェックする存在にな

るべきであると考えます。さらには、治療方

針を決める時点から薬剤師が関与し、タイム

ラグの少ない治療を行えるよう支援していく

べきであると感じました。

　大澤友二先生をお招きして行われる症例検

討会で、薬剤師が治療計画を立案することに

慣れていく研修は今後の薬剤師にとってはな

くてはならない訓練の一つとなるでしょう。

　産婦人科病棟に配属された時、妊娠糖尿病

や糖尿病合併妊娠の疾患で教育入院される患

者さんと接することがありました。その折、

どうして血糖管理でこんなに厳しく指導され

るんだろう、と新人の時には疑問に思ってい

ました。 妊娠中は、健康な方でも耐糖能異

常が起こりやすくなります（児に糖分を送る

ため、インスリン抵抗性が上昇することが背

景にある）。妊娠糖尿病であっても、妊娠中

血糖上昇が続けば、種々の母児合併症が起こ

りえます。表に母体の高血糖により生じる代

表的な母児合併症を記しました。
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　後で勉強して気づいたことですが、高血糖

がもたらす種々の母児の合併症を考慮する

と、血糖の厳重管理は至極当然です。特に、

流産、先天奇形などは妊娠初期のころからリ

スクとして気を付けるべきものであり、非妊

娠期からのコントロールが重要と思われま

す。これより、糖尿病に罹患した女性だけで

はなく、健康な女性も視野に入れつつ、計画

妊娠や血糖コントロールの重要性を伝えられ

るような服薬指導が求められる分野です。ま

た、妊娠期の糖尿病の薬物治療は、胎児への

影響が少ないインスリン用いて行われます。

　また、治っていても妊娠糖尿病になった方

は、妊娠糖尿病のなかった人に比べ、約7倍

の高頻度で糖尿病になるため、その後も定期

的な検診が必要になります。産後に母乳を与

えると、母親も児も将来、糖尿病になる頻度

が減ることが知られています。母乳栄養を薬

学的観点からサポートしていけるよう、今後

も学んでいきたいと思います。妊娠糖尿病は、

今回の妊娠中に様々な合併症を起こすだけで

なく、母親の将来の糖尿病、メタボリック症

候群発症、さらには児の将来の糖尿病、メタ

ボリック症候群発症にも関係するため、妊娠

時に糖尿病に対する正しい知識をもってもら

えるよう今後も薬局の先生方と連携して薬剤

指導や健康管理を担っていきたいです。その

際には、今回の研修会で学んだ検査値の項目

を活かしながら指導ができればと考えていま

す。

　今年度の第3回症例検討研修会は、平成28

年10月22日(土）19時から21時30分を予定し

ています。多くの先生方のご参加をお待ちし

ています。

母体の合併症 胎児の合併症 新生児の合併症

流早産

妊娠高血圧症候群

羊水過多症

尿路感染症

ケトアシドーシス

網膜症・腎症の悪化

先天奇形

巨大児

子宮内発育遅延

胎児仮死

子宮内胎児死亡

低血糖症

高ビリルビン血症

呼吸障害

低カルシウム血症

多血症

肥厚性心筋炎

 参照）薬局　第66巻　第1号　2015年

講師：阪本 崇彰氏
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平成28年度 第2回薬剤師のための症例検討入門研修会

　　　　　　　　　　　　会期：平成28年7月2日(土）19:00 ～ 21:30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　昨年度の「薬剤師のための症例検討入門研

修会」は、高血圧と心不全の2症例をテーマ

にそれぞれ基礎編と応用編に分けて計4回開

催され、多くの参加者が集まったと聞いてい

ます。ぼくは研究会が開催されることは知っ

ていましたし、参加したいと思っていました

が日程の都合上参加することができませんで

した。本年度は、テーマが糖尿病となってお

り、学術研修委員である阪本崇彰先生ご講演

による第1回入門編が6月9日に開催され、こ

の会には参加することができました。7月2日

に開催された今回の第2回も参加予定ではい

ましたが、開催日の数日前にこの研修会の立

案者で職場の先輩でもある潮平先生より「7

月2日は開始の1時間前には来てね～」とのお

声がけがあり、とりあえず了解の返事をして

当日を迎えました。

　第2回研修会当日、言われた通りに開始1時

間前に会場に着くと「チューター」という役

割が待っていました。ぼくは昨年度からの研

修会の流れを把握していなかったため、今回

の症例検討、スモールグループディスカッ

ション（SGD）での目標・目的とチューター

の役割の確認をさせていただきました。

　「SGDを通して、提示された症例における薬

物療法のプランを立案する流れを一通り体験

してもらうこと」「なにより楽しんで帰って

もらうこと」、この2点を心掛けて今回の研修

学術研修

琉球大学医学部附属病院

外間　登

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　司会進行：学術研修委員会 委員長　外間　惟夫

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会 会長　亀谷　浩昌

　研修『症例検討　開局編』

　　　　　講師：大 澤 友 二 先生

　　　　　（福岡薬物治療研究会会長、九州大学薬学部非常勤臨床教授、元昭和薬科大学教授）

会にチューターとして参加することになりま

した。

　研修会開始前より問題点として参加人数が

かなり多いことが予想され、SGDと言っても

1つのグループで10名前後になることが予想

されており、多い人数でもうまくディスカッ

ションできるように誘導する必要があると考

えていました。

　実際に研修会が始まると7つのグループを

用意していたのですが、各グループ9名～ 12

名という予想通りやや人数過多なグループ編

成となってしまいました。それは仕方ないと

して講師の大澤友二先生のレクチャーの後、

いよいよ症例検討に入っていきます。

　まずはアイスブレイクも兼ねてグループ内

での簡単な自己紹介を行っていきます。ディ

スカッションを円滑に行うためにも、楽しむ

ためにも非常に重要となってくるアイスブレ

イク・自己紹介の機会ですので、施設名・氏

名と共に「この夏で何か楽しかったことは？」

などの楽しいネタになるような質問も織り交

ぜながら、1人1人の時間が長くなり過ぎない

ようにと意識して進行していきました。
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　そして、次は役割分担です。「司会」「書記」

「発表者」をグループ内で決めます。「どなた

かやりたい方はいますか～ ??」「･･･」無反応。

しかしそれは予想していたことなので「発表

者は元気な若い子にお願いして、書記は字を

書くのが得意な人もしくは苦手でない人、司

会は今回人数も多いので真ん中らへんに座っ

ているベテランさんにお願いしたいです!!」

と続けました。発表者はすぐに決まったので

すがなかなか決まらない司会と書記をなんと

かお願いしてようやくSGDの体制が整いました。

　SGDが始まり、まずは提示症例に対する問

題点をグループメンバーで上げていきます。

この時点になると活発に発言する方となかな

か発言できない方とが出てきます。司会の方

がそこをうまくさばいていくとチューターの

役目は見守りだけになるのですが今回は人数

も多いため、少しずつ意見を促すような声掛

けを行いました。

　「問題提起→それぞれの解決方法の検討→

トータルプランとしてまとめる」といった一

連の流れを経験してもらうことが目的でした

が、初めの問題提起の時点で個人的なプラ

ンまでしゃべってしまって、「まずはみんな

で問題点を上げていく」という作業に慣れて

いない方が多いようでした。そこを修正する

声掛けと司会の方に残り時間のタイムスケ

ジュールなどを示したりしていました。残り

時間も見ながらなんとか一通りの流れを踏む

ことはできましたが、グループの1人1人がど

のような流れで行うべきかを認識できたかは

やや疑問が残りました。この後すぐにもう一

回同じグループで別のSGDを行うことができ

ればそこの理解は深まると思ったのですがそ

こは次回への持ち越しとなってしまいました。

　各グループでのSGDの後には、代表して2つ

のグループにそれぞれが立案したプランをホ

ワイトボードを使ってみんなの前で発表して

いただきました。

　今回の参加者は比較的ベテラン薬剤師さん

が多かったように思いますがこの全体での発

表の質問タイムでは若手薬剤師、学部学生か

らの質問や発言があり活発な意見交換ができ

て大変よかったと思います。

　若干予定の時間を超過しての研修会終了と

なりましたが、何とか研修会の日程を無事終

えることができました。初めに確認した目標、

一連の流れを体験してもらうという点は一応

クリアできたかなとは思いますが、1人1人が

「司会」「書記」「発表者」の役割を担当して

いくことで全体の流れの理解や問題点・改善

点に気づくことができると思いますので、ま

だまだ繰り返していく必要があります。「楽

しんで帰ってもらう～」のはその先になるか

も知れません。

　第3回の研修会は、平成28年10月22日土曜

日と予定されています。

　みなさまのご参加をお待ちしています。

講師：大澤 友二氏
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平成28年度Ⅰ期薬学生実務実習報告

　薬学生実務実習7年目の第1期（平成28年

5月9日～ 7月23日）11週間が終了しました。

保険薬局での実習生は15名、8大学（九州保

健福祉大学・福岡大学・長崎国際大学・崇城

大学・明治薬科大学・神戸学院大学・姫路獨

協大学・徳島文理大学）。いつもながら、指

導薬局の指導薬剤師をはじめ、同施設の関係

者の皆様、お疲れ様でした。実習生の皆様も

生まれ育った沖縄の地で実習され、沖縄の医

療の現状に触れていただき本当に良かったと

思います。そして、心配してましたが、4月

の熊本地震の直後にもかかわらず、熊本から

2名の実習生を迎え入れることもできました。

　1期は毎年、健康とおくすり相談会等の地

域貢献の機会が少ない時期ではありますが、

実務実習

薬学生実務実習委員会

委員長　我喜屋 美香

今年は各地区での活動が活発で、沢山の薬剤

師と交わることができたと思われます。また、

薬剤師会として例年参加している「しごと

ミュージアム」は本当に実習生が中心となっ

て行っているといっても過言でない状況にな

りつつあります。若い力は素晴らしい限りです。

　さて、いよいよ2期の実習からは薬学教育

新コアカリキュラムに即したトライアルが始

まります。そのための研修会が多くなってき

ています。指導薬剤師をはじめ、各薬局の対

応を期待します。

　以下に、15名の実習生の感想文と実習薬局、

実習協力機関を掲載致します。本当にありが

とうございました。今後も何かお気づきの点

があれば当委員会までご一報ください。

実習薬局（14薬局）　　 　　　　（以下、順不同・敬称略）

○コジャ薬局東店　　　　 ○こくら虹薬局（2名）　　 ○ミドリ薬局美里店　 ○がじまる薬局

○そうごう薬局豊見城店　 ○ワタキュー薬局内間店　 ○はんたがわ薬局　　 ○会営薬局とよみ

○保険薬局プラネット　　 ○すこやか薬局松島店　　 ○ふく薬局名護店　　 ○アリス薬局

○すこやか薬局新都心店　 ○とくりん薬局南風原店　

協力施設・委員会・団体

○ヴァインドラッグ末吉店　○すこやか薬局具志川店　○(株)薬正堂　　　　　○なごみ薬局

○会営薬局医療センター前　○こくら虹薬局　　　　　○屋嘉比薬局　　　　　○がじまる薬局

○ドラッグイレブン佐敷店　○ミドリ薬局美里店　　　○ぼたん薬局　　　　　○(株)琉薬　

○北部地区薬剤師会　　　　○中部地区薬剤師会　　　○那覇地区薬剤師会　

○(株)ダイコー沖縄　　　　○学校薬剤師部会　　　　○学校薬剤師の先生方
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福岡大学5年　登川 敬宗

ミドリ薬局 美里店 実習

指導薬剤師 玉城 武範

　2 ヶ月半の薬局実習で、指導薬剤師の玉城

先生から大切なことをたくさん教えていただ

きました。その中でも「患者さんの本当の目

的は何なのかを考えること」は最初のイント

ロダクションで言われた言葉であり、実習中

はこの言葉を先生から聞くことが多く印象的

でした。実習中に調剤や投薬は少し前進した

と思いますが、自信をもってやりきったと言

えることが2つあります。1つ目は自治会での

講演。2つ目はある在宅の患者さんの一包化

です。玉城先生は毎月自治会のおじー、お

ばーに向けてあるテーマを決めて講演会を開

いています。その自治会で先生に代わって私

が目について講演を行いました。スライド作

りでは聞き手に何を伝えたいのかを表現する

こと、健康を予防する表現ではなく促進させ

る表現にする難しさ。そういったことは他の

実習生とは違った経験ができたのではないか

と思います。また、おじー、おばーと触れ合

い、自治会で楽しそうにしている姿を見て健

康だけでなく人生のあり方などを考えさせら

れました。ある在宅の患者さんの一包化は凄

く時間がかかるのですが、それを最後までや

らせていただきました。ピッキング→粉砕→

ふるい→一包化→ホッチキスで一回分をとめ

る。この工程だけでも凄く時間がかかりまし

た。実際に患者さんの様子を見に行き、その

後に医者に届ける報告書も手がけました。こ

の一連のことを終えて、一人の患者さんにか

ける時間の長さを体感しました。

　ミドリ薬局の薬剤師の方々やスタッフの皆

様、外部実習の先生方、他薬局の先生とスタッ

フの方には本当にお世話になりました。あり

がとうございました。9月からは病院実習が

始まります。病院実習では全く違う経験がで

きると思います。この11週間で学んだことを

発揮しつつ新たなステップを踏んでいこうと

思います。

徳島文理大学5年 前田　翼

とくりん薬局 実習

指導薬剤師 兼城 崇

　私は今回の実習で服薬指導の難しさとヒヤ

リ・ハット事例は身近にあるものだと気付か

されました。大学で講義を受けている時は、

ヒヤリ・ハット事例は起こるもの、気をつけ

ていかなければならないと教えられてはいた

のですが、心の中ではそんなミスはしないだ

ろう、自分はそういうミスはしないはずであ

る、と決めつけていて、実務実習事前学習の

段階でもそういったミスに気をつけていたの

でミスもほとんどなかったのですが、いざ現

場に出てみると置いてある薬の量が多いこと

や次から次へとくる患者に慌てたりして、か

なり多くの調剤ミスをしてしまいました。こ

のことから、一人調剤の怖さや複数の目で監

査していく大切さを学びました。また服薬指

導においても、大学でたくさん練習してきた

はずなのに、いざ患者を目の前にすると緊張

してしまい、必要な情報を聞き出すことがで

きなかったり、緊張しすぎて頭が真っ白にな

り思うように言葉が出なくなったりと、会話

がスムーズに行かないことが多く、やはり患

者を想定して練習するのと実際の現場で実践

するのでは大きく違うなと感じました。実習

の始めの頃は、やはりミスも多く、服薬指導

も拙かったのですが、とくりん薬局の薬剤師

の方々にアドバイスを頂いたり、メンタル面

でのサポートもあったおかげで、調剤ミスに

はほとんどしなくなり、服薬指導も完璧とは

言い難いですがスムーズに行えるようになっ

たと思います。服薬指導に関しては、おそら

く実習前と比べると格段に成長したと私は

思っており、最も成長した部分ではないかと

思いました。

　また、薬局実習以外でも学校薬剤師の仕事

に同伴したことや「しごとミュージアム」へ

の参加など、薬局外での業務もできたことは

かなり大きな経験であり、薬剤師の職の幅の

広さも学ぶことができ、充実した実習であっ

たと思いました。

実務実習薬学生 平成28年度第Ⅰ期生からの体験記・感想

（ ） （ ）
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姫路獨協大学5年　洲鎌 はつえ

（ワタキュー薬局 内間店 実習　指導薬剤師 玉城 智恵子）

　5月9日から11週間、ワタキュー薬局内間店

で受け入れていただき大変お世話になりまし

た。実習初日は不安もあり、とても緊張して

いましたが、指導薬剤師の先生をはじめ、薬

局の皆さんが笑顔で迎えてくださったので頑

張ろうと思いました。

　2週目以降からは外部実習に参加すること

で実習先の薬局だけでは経験できないことを

学ぶことができ、他大学の学生とも交流する

良い機会になりました。また、薬剤師会の活

動について少し知ることが出来たので良かっ

たです。薬剤師が業務を行う上で重要な情報

や勉強会の開催などは沖縄県薬剤師会が中心

となって情報発信をされているようで、沖縄

県では薬剤師会の役割が大きいという印象を

受けました。

　実習先では、調剤業務だけではなく、早期

からの服薬指導を体験することで患者さんと

のコミュニケーションの取り方やお薬を安全

に使用していただくにはどのように説明を行

えば良いのかなど、考えながら実践できたの

でとても勉強になりました。また、医師や看

護師からの問い合わせに対して、文献検索や

製薬会社に問い合わせを行うなどして確認

し、報告を行ったことで、医師や看護師等、

他の医療従事者との関わりや連携することの

重要性を実感することが出来ました。

　調剤業務を実施するにあたっては、処方せ

んの記載の仕方が教科書とは違っている部分

があり、医療機関によって異なることに最初

は戸惑いました。また、類似薬やジェネリッ

ク医薬品の多さに驚きました。沖縄県はジェ

ネリック医薬品の普及が進んでいるというこ

とで、たくさんある薬を覚えるのは大変です

が、薬剤師の声掛けによってジェネリック医

薬品へ切り替える方が増え、医療費の削減に

繋がっていくのだと思いました。

　また、ワタキュー薬局内間店には、患者さ

んがお薬を処方されていなくても相談に来ら

れたり、電話で相談があったりなど、地域住

民の方に密着していると感じました。薬剤師

の先生方の人柄が、患者さんが相談しやすい

環境を作っているように思いました。

　今回の実習で、薬局薬剤師としての役割や

地域との関わりなどを学ぶことが出来まし

た。また、沖縄県の薬剤師の現状を知ること

が出来たのもとても良かったです。将来、薬

剤師になった時に、今回の経験を活かせるよ

うに頑張りたいと思います。ありがとうござ

いました。

徳島文理大学5年　具志堅　聖

（すこやか薬局 新都心店 実習　指導薬剤師 金城 奈々美）

　11週間、すこやか薬局新都心店で実習をし

ました。実際に処方箋を見て、医薬品に触っ

て、患者さんに服薬指導を行うなど学校では

できない体験をさせていただきました。薬の

名前や置いている位置などわからないことも

丁寧に教えていただきました。特に印象に

残っているのが、患者さんの咳の音や泣き声

が聞きこえる中、素早く正確に調剤をしなけ

ればいけないことです。実習が始まる前は、

薬局外での仕事をあまり理解していませんで

したが、学校薬剤師、在宅訪問、健康とおく

すり相談会など、薬局外でも薬剤師が活躍し

ていることを知りました。また、勉強会に多

く参加させていただき、学校で学んだ知識を

より身に着けることができました。

　たくさん迷惑をかけてしまいましたが、最

後まで優しく指導していただきありがとうご

ざいました。今回の実習で学んだことを次の

病院実習や勉強に活かしたいと思います。他

の場所で実習を行っている実習生との交流も

あり、とても楽しく充実した11週間でした。
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徳島文理大学5年　宮城 貴之

（ふく薬局 名護店 実習　指導薬剤師 玉城 尚洋）

　11週間の間、ふく薬局名護店さんで薬局実

習をさせていただき、大学で学んでいること

だけではなく、薬局においての実際の薬剤師

の仕事について多くのことを知ることが出来

ました。また、処方せんを面で受けている薬

局とのことで各ドクターによる特徴のある処

方せんや多くの処方せん用医薬品に触れるこ

とができ大変勉強になりとてもいい経験が出

来ました。

　服薬指導では、処方せんや薬歴から患者さ

んの背景を推測し患者さんとの会話を通して

必要な情報を集め薬について説明するが、服

薬指導しながら患者さんから情報を聞き出す

ことは難しく、患者さん1人1人に合わせて言

葉の表現や声の大きさ、話すスピードなどを

変えたり、また薬に対して不安感を感じさせ

ないように副作用等の注意事項を説明しなけ

ればならないため、患者さんから信頼される

薬剤師になるためには薬や病気の知識だけで

はなくコミュニケーション能力も重要である

ことがよくわかりました。調剤時でもただ薬

を取りそろえるだけでなく薬効や作用機序な

どを考えながら調剤を行うことにより知識の

定着につながったと感じました。また実際の

現場ではどこでミスが起こりやすいのか、ま

たどうすればミスを減らすことができるのか

を実例を用いて教えてもらい、リスクマネー

ジメントについて学ぶことができました。

　薬歴について今までよくわかりませんでし

たが、書き方を教えてもらい実際に経験する

ことでどのようなものか学ぶことが出来まし

た。薬歴を書く際には、患者さんから聞き取っ

た情報を次に投薬する薬剤師がわかりやすい

ようにまとめて簡潔に書く必要があると感じ

ました。

　在宅医療では施設に訪問し残薬や患者さん

の体調の確認、ドクターやケアマネージャー、

介護士などと連携もあり、様々な職業の方と

の連携も学ぶことが出来ました。

　慣れない実習で至らない点ばかりの自分で

したが、皆さんに優しく教えていただき楽し

く勉強になる薬局実習をすることができまし

た。お世話になりました。本当にありがとう

ございました。

九州保健福祉大学5年　玉城 祐太朗

（コジャ薬局 東店 実習　指導薬剤師 古謝 真己）

　このたびは2か月半にわたり薬局実習をさ

せて頂きましてありがとうございました。

　実習を体験して感じたことは、薬局薬剤師

は調剤や服薬指導だけでなく、患者さんの悩

みや相談事などを聞き、アドバイスをするこ

とで、地域で密接に関わる事ができるという

ことを実感しました。そのためには、薬の事

だけではなく、世界情勢やその地域のニュー

スなど、いろいろな事を勉強して知っておく

必要があると感じました。薬は命に関わるの

で少しの妥協も許されず、緊張感を持ちなが

ら扱う事が大切だと感じ、日頃からの学ぶ姿

勢や知ろうとする意識は大切にしていこうと

思いました。今回の実習を通して、ミスをし

た時にその原因をしっかり理解して次に進む

事が大事だという事を学び、これから先もこ

の事を肝に銘じ勉学に励もうと感じました。

　コジャ薬局東店の職員の方々には温かく、

時には厳しく指導して頂き心から感謝してい

ます。慣れない実習で至らぬ点ばかりで申し

訳ございませんでした。必ず薬剤師になり、

古謝先生のように宮古島の医療に貢献します。

2か月半、本当にありがとうございました。
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明治薬科大学5年　比嘉 さおり

保険薬局プラネット 実習

指導薬剤師 仲宗根 健太

　始まる前は長いように感じていた11週間で

したが、いざ始まるとあっという間に過ぎて

しまいました。

　調剤業務では、様々な診療科からの処方箋

を調剤しました。初めは薬の名前や薬効など

知らないことが多く、自分の勉強不足を感じ

ましたが、実習が進むにつれて少しずつ処方

されている薬から病気を推測できるようにな

り、自分の成長を感じることができました。

また、一包化や錠剤の粉砕などの技術的なこ

とも色々と学ぶことができました。服薬説明

では、急いでいるので薬の説明はいらないと

言う方や、耳が遠く説明をよく聞き取れない

高齢の方などに対してどのように服薬説明し

たらいいのか戸惑ってしまったり、説明して

いて伝え忘れてしまうことがあったり、反省

する部分が多々ありましたが、お薬をお渡し

した後に「がんばってね」と声をかけてくだ

さる方もいらっしゃり、様々な患者さんと接

することで、コミュニケーションを取ること

の難しさや大切さを実感することができまし

た。

　また、外部実習では、医薬品卸売業者の見

学やドラッグストアでＯＴＣについて学んだ

り、学校薬剤師としてプールの水質検査や薬

物濫用防止教室に同行させてもらったりと、

様々な経験をすることができました。実習が

始まる前には、薬剤師は薬局又は病院という

イメージしかありませんでしたが、外部実習

に参加したことで、薬局以外でも薬剤師の活

躍できる場所があるということを知ることが

できました。

　11週間という実習期間で、薬剤師の先生方、

事務の皆さんなど、多くの方にお世話にな

り、とても充実した実習をすることが出来ま

した。今回の実習で学んだこと、感じたこと

を忘れずに、立派な薬剤師になれるよう日々

努力していきたいと思います。

長崎国際大学5年　伊礼 ほたる

アリス薬局 実習

指導薬剤師 普久原 隆

　私は2.5 ヶ月間、アリス薬局で実習をさせ

て頂きました。

　処方箋の受け取りから薬の提供までの薬剤

師の仕事をみっちり教えてもらいました。ア

リス薬局は小児科から来る患者さんが多いた

め、散剤は自動分包機ではなく手分割分包機

を使っていて、少ない量の散剤をより正確に

調剤しています。初心者にはとても難しく、

沢山練習しました。こういう貴重な体験がで

き、とても恵まれた環境で実習をさせて頂い

たと思います。

　薬剤師の仕事だけではなく、事務の仕事も

教えてくれたおかげで、薬局全体の流れが分

かり、スムーズに動くことが出来ました。ア

リス薬局内で学べないことは他の薬局での実

習も組んでくれて、視野を広めることが出来

ました。薬局によって、それぞれのやり方が

ありましたが、どの薬局も患者さんの事を第

一に考えていて、素敵な薬剤師ばかりでした。

勉強会にも沢山連れて行ってもらい、薬剤師

は日々勉強という事を学びました。勉強会で

知識を得ただけでなく、いろんな人に出会い、

良くしてもらい、人のつながりは大切だなと

感じることが出来ました。在宅や学校薬剤師、

OTCや漢方実習など、薬剤師の仕事の幅は私

の想像をはるかに超えていて、吸収、吸収の

毎日でした。

　アリス薬局は、ずっと前から自分は一緒に

いたのではないかと思うくらいアットホーム

な環境で、等身大の自分で実習することが出

来ました。そういう空気を作ってくれた場所

で実習ができて本当に良かったです。要領も

悪く、手のかかる実習生だったと思いますが、

アリス薬局だったので私は成長出来たと思い

ます。胸を張って実習が楽しかったと言えま

す。毎日向上心を持ち、患者さんのことを第

一に考える薬剤師になろうと思えた実習でし

た。

（ ） （ ）
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福岡大学5年　玉城 佐穂里

（そうごう薬局 豊見城店 実習　指導薬剤師 神田 寛之）

　私は、そうごう薬局豊見城店さんで実習を

させていただきました。大学ではあまり体験

できない貴重な経験がたくさん出来ました。

　調剤では、散剤や水剤など大学の実習で何

度か行っていたものもたくさんさせていただ

きました。初めの頃は時間がかかっても上手

く出来なかった散剤の調製も薬剤師からたく

さんのアドバイスをいただきながらたくさん

数をこなしてだいぶ出来るようになりまし

た。また、大学の実習では行わなかった一包

化もたくさんさせていただきました。一包化

は多剤併用や高齢の患者さんのために行うも

のだと思っていましたが、家族で混ざってし

まうから患者さんの名前を入れて欲しい、何

も記載しないで欲しいなど、患者さんの要望

に応える事で思っていた以上にコンプライア

ンスを上げることに役立つ事を知り、驚きま

した。

　服薬指導では、初めの頃は聞くべき事も聞

けずに慌ててしまう事が多かったのですが、

数をこなしていく内に落ち着いて行う事が出

来るようになり、家族の既往歴を聞き出す

ことが出来たり、「がんばってね」と声を掛

けていただいた時は凄く嬉しかったです。し

かし、薬剤師の服薬指導を見ているともっと

スムーズにいろんな情報を聞き出し、その情

報をもとに服薬や生活習慣のアドバイスまで

行っており、患者さんの質問も的確にすぐ応

えており、自分はまだまだだと感じました。

　外部実習では、学校薬剤師や卸、ドラッグ

ストアなどの見学も行いました。今まで調剤

薬局か病院の就職しか想像できていなかった

のですが、実際に見て、体験させていただい

て、それ以外のたくさんの選択肢を見つける

事が出来ました。子どもたちの健康を守るこ

との出来る学校薬剤師も素敵だと思いまし

た。また、病院や薬局に薬や薬の情報を届け

る卸の仕事も、病院や薬局の薬剤師とはまた

違う魅力を感じました。特に、ドラックスト

アの薬剤師の仕事は、今までOTCを販売する

イメージしかなかったのですが、登録販売者

とは違う薬剤師だから出来るアドバイスなど

がたくさんある事を知りました。

　11週間の実習を通して、出来なかった事が

出来るようになったり、課題が見つかったり

しました。この経験を薬剤師になった時に活

かせるようにしたいです。11週間ありがとう

ございました。

オリエンテーション
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福岡大学5年　大城 英恵

（がじまる薬局 実習　指導薬剤師 照屋 林一郎）

　私は、5月からの2 ヶ月半、西原町にある

がじまる薬局で実習をさせて頂きました。初

めて薬局を訪れた時、その大きさに驚きまし

た。薬剤師も多く勤務されていて、医療事務

や薬品管理、経理担当など、薬剤師以外のス

タッフもとても充実していました。

　実習が始まって、まず、薬品管理について

学びました。薬は薬効順に並んでおり、もし

万が一誤調剤があった場合のリスクを最小限

に抑えているとのことでした。薬効順に並ん

でいると調剤をしながらの内容の確認もしや

すいので、とても良い管理方法だと思いまし

た。また、予想していた以上に麻薬管理を厳

重に行っている印象を受けました。犯罪に使

用される危険性のある薬物を入庫から管理、

廃棄まで責任を持って行っていました。

　実習に慣れてくると調剤、監査、投薬と一

通りの業務を実習させてもらいましたが、ど

の項目も反省点と課題が多くありました。

　調剤に関しては、後発品指定の見落としや

思い込みで調剤をしてしまい、薬の規格を間

違えたことがありました。よく処方される薬

だからこそ、自分を過信せず処方箋をしっか

り確認することが大切だということを学びま

した。散剤の力価計算に関しても同様で、暗

算をせず紙に記録を残し、計算機を活用し

て確認作業を忘れないことが重要です。シ

ロップ調剤は混合しても問題ない薬剤同士な

のか、小児の場合は力価が体重と年齢に相応

かどうかの確認も必ず行わなければいけませ

ん。患者さんを待たせずに一連の確認作業を

要領よく行うことがとても難しかったです。

　監査に関しては、まず疑うことが最重要で、

特殊な薬の場合はさらに複数の目を通して確

認していました。また同時に投薬者が投薬し

やすいように袋詰めすることも学びました。

　投薬に関しては、全ての項目の中で一番難

しく、学ぶことも反省点も多かったです。漠

然と質問するのではなく、患者さんが答えや

すいように要点の整理された具体的な質問を

すること、患者さんが他人に聞かれたくない

であろう内容には十分配慮することはもちろ

ん、言葉の選び方にも気を配ることを学びま

した。「糖尿病の薬」ではなく「糖の薬」と

言い方を少し変えるだけでもかなり印象が

違ってくるよ、と指導薬剤師からアドバイス

されたことが印象に残っています。これから

の課題としては、患者さんの質問に動揺せず

答えられるよう知識を増やすこと、自然な共

感の姿勢を身につけることなど、患者さんに

信用される薬剤師になれるようこれからの病

院実習、学校での勉強を精一杯頑張りたいで

す。

　他にも外部実習が多くあり、薬局外での薬

剤師の仕事についても詳しく学べました。ま

た、薬剤師は積極的にイベントの企画をして

おり、地域住民に薬剤師を身近な存在に感じ

てもらえるよう様々な取り組みをしていまし

た。外部実習が多いことが沖縄のふるさと実

習の特徴だとお話されていたので、地元に

帰って実習ができて本当に良かったと思いま

した。

　最後になりましたが、指導薬剤師をはじめ

とする実習に関わって下さった全ての方に感

謝します。本当に有難うございました。
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神戸学院大学5年　姫野 智子

（すこやか薬局 松島店 実習　指導薬剤師 古堅 直也）

　5月9日～ 7月22日の2か月半、薬局実務実

習で様々なことを学び、大学ではできない貴

重な経験をすることができました。

　調剤業務では、始めの内は、薬剤の取り間

違えや数が違うなどのミスをしないように時

間をかけて行っていましたが、薬の場所も覚

えていき慣れてくると、処方箋を見て、「何

の薬か、どういう疾患があるのか」を考えな

がら調剤するようにしました。実習中、様々

な処方箋を見ることができ、初めて聞く疾患

や色々な薬を知ることができました。薬歴を

見て疾患を確認したり、その情報をもとに薬

剤師の先生方に服薬指導の際どのように疾患

を聞き出すのか、また患者さんの症状の経過

や疾患について質問したりしました。その内

容は大学で学べるものではなく、とても勉強

になりました。服薬指導をする前に受付やフ

ロアに立たせてもらい、患者さんと接する機

会がありました。それまでは調剤室で調剤ば

かりしていたので、その場に立った時、景色

が全然違って見えたのを覚えています。様々

な患者さんがいて、それぞれの状況を把握し

ながら接することが大事だということを学び

ました。服薬指導はとても緊張して、何を聞

くべきなのか、質問に何て答えれば良いのか

わかりませんでしたが、薬剤師の先生方の服

薬指導を横で聞いて、話しやすい雰囲気づく

りや聞き出し方を学びました。実際に服薬指

導を経験して、知識不足やコミュニケーショ

ンの難しさを知り、自分の課題を見つけるこ

とができたので、今後に活かしていきたいと

思います。

　薬局での実務実習だけではなく、在宅実習

やOTC実習、卸見学、学校薬剤師などの外部

実習もあり、様々な所で活躍する薬剤師の先

生方の話を聞くことができ、とても刺激にな

りました。2カ月半があっという間に感じる

ほど、とても充実した実習でした。

　最後に、指導薬剤師の古堅先生をはじめ、

すこやか薬局松島店の皆様、外部実習でお世

話になった先生方、実習中に関わったすべて

の方々に感謝致します。この経験を忘れず、

目指す薬剤師像に向かって、これから先も頑

張っていきたいと思います。

崇城大学5年　山城 のぞみ

（会営薬局とよみ 実習　指導薬剤師 島袋 陽子）

　約2カ月半の実習を終えて、とても多くの

事を学ぶことができました。学校薬剤師の活

動や医薬品の卸の仕事を見学したり、薬局製

剤や漢方製剤を実際に調合したりなど、普段

学校では経験できないことを経験できまし

た。これらの経験はとても新鮮で、教科書で

学んだことを目で見て、体験できたことで、

より深く理解することができました。

　今回の実習で、薬剤師の業務を間近で見

て、体験する中で特に感じたことは、薬剤師

の役割の重要性です。患者さんは、医師に聞

けなかったことや分からなかったことを薬剤

師に質問してくることが多く、「薬剤師さん

に聞いた方が分かり易いし丁寧だから、いつ

もここで聞いているんだよ」というある患者

さんの言葉が印象的でした。薬剤師の皆さん

は、患者さんの目線に合わせた言葉選びをし

たり、薬以外の事でも健康管理について指導

したりなど、とても親身になって話を聞き、

お話をされていて、私も患者さんの気持ちに

寄り添うような薬剤師になりたいと思いまし

た。

　この2カ月半で、自分のなりたい薬剤師像

がより明確になり、ますます薬剤師になりた

いという気持ちが強くなりました。ご指導し

てくださった会営薬局とよみの皆様、そして

外部実習でお世話になった皆様、本当にあり

がとうございました。
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崇城大学5年　湧田 英恵

はんたがわ薬局 実習

指導薬剤師 真崎 しのぶ

　薬局実習を振り返って、実習当初は何もか

もが初めて体験することばかりで不安と緊張

で一杯でした。しかし、薬剤師の先生方や事

務員の方々みなさんから、やさしく声を掛け

て下さり、丁寧に指導して下さったおかげで、

毎日が充実した実習となりました。

　薬局実習で最も難しいと感じたのは服薬指

導でした。初めて患者さんと接した時は緊張

して、伝えるべき内容や聞くべきことを忘れ

てしまったり、おろおろして患者さんに不安

を与えてしまったり、患者さんの質問に答え

られず自身の知識不足を痛感したり、と思う

ようにいかず落ち込むことも多くありまし

た。しかし、薬剤師の先生方の服薬指導を見

学させていただいて、患者さんに伝えるべき

情報や患者さんの疑問に分かり易い言葉を選

びながらお話されている様子を見たり、ロー

ルプレイで何度も練習させていただいたおか

げで、最後には少し余裕を持って患者さんに

接することができたと思います。服薬指導を

通して実際に患者さんと接して、薬剤師に

とって薬や病態の知識はもちろんのこと、患

者さんとのコミュニケーションが大切である

と強く感じました。ただ薬の作用や用法用量

を説明するだけでなく、会話を通じて患者さ

んの気持ちや生活背景、薬への理解度などを

知ることで一人一人に合わせた服薬指導を行

うことができ、薬剤師への信頼に繋がり、安

心して薬を飲んでもらえることを学びました。

　外部実習で、在宅医療業務や学校薬剤師の

仕事に同行させていただき、また医薬品卸売

会社やドラッグストアの見学などを通して、

薬局外で活躍する薬剤師の姿を実際に見るこ

とができたのはとても貴重な経験だったと思

います。

　薬局実習を通して、大学では学べない様々

なことを経験させていただき、知識面、精神

面共に成長することができたと思う反面、自

分に足りないものや勉強しなければならない

課題が多く見えてきました。この実習で、学

び、感じたことを活かして病院実習や将来、

薬剤師として働く際に役立てていきたいと思

います。

福岡大学5年　幸地　茜

こくら虹薬局 実習

指導薬剤師 平良 栄子

　私は、こくら虹薬局にて実習をさせていた

だきました。

　調剤実習では、散剤、水剤、一包化を行い

ました。特に一包化では患者さんのコンプラ

イアンスが向上するように印字したり、服用

タイミングによって色付けしていたりと工夫

されていました。服薬指導では、緊張からか、

聞き漏らしてしまうことが多く、もっとス

ムーズにできるようになりたいと思いました。

　こくら虹薬局では、薬局製剤や在宅訪問な

ど、多くの業務を経験させていただきました。

特に印象深かったのは、在宅訪問です。患者

さんの自宅に伺うのは緊張しましたが、患者

さんと薬剤師のやり取りを間近に見ることが

できました。薬剤を渡すだけではなく、民間

療法の情報を提供したりしていて、患者さん

との信頼関係が築けているのだと感じまし

た。患者さんの生活の中に入っていくことで、

見える事、気づける事も多いのだとわかりま

した。私も患者さんに信頼される薬剤師にな

りたいです。

　薬局実習中には外部実習も多くありまし

た。普段は見ることのない医薬品卸会社を見

学でき面白かったです。薬剤が患者さんに手

渡されるまでにきちんと品質を保てるように

厳しく管理されていました。ドラッグストア

では、便秘薬一つ選ぶにしてもたくさんの種

類があって症状に合わせて選ばないといけま

せんでした。OTCは種類が多いので、幅広い

知識が必要だとわかりました。地域に根差し

た薬剤師として多くの情報を伝えることがで

きるのではないかと感じました。

　薬局実習を通して、薬剤師としての働き方

にもいろいろな選択肢があるのだと感じまし

た。実習が始まった頃には、環境に慣れるこ

とに必死で、自分が何をしたいのかを主張で

きていなかったと思いました。その反省点を

次の実習では生かしていきたいと思います。

11週の実習は長いようであっという間に終

わってしまいました。指導薬剤師をはじめ、

他の薬剤師、登録販売者、助手、事務の方々

が基本的な質問をしても教えて下さり、丁寧

に指導していただいたおかげでたくさんの良

い経験ができました。ありがとうございました。

（ ） （ ）
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九州保健福祉大学5年　宮良 遥奈

（こくら虹薬局 実習　指導薬剤師 平良 栄子）

　2か月半にわたり、こくら虹薬局にて保険

薬局実習をさせて頂き、保険薬局の仕事内容

や地域での役割、患者さんとの接し方を学ぶ

ことが出来ました。

　服薬指導では、最初の頃はとても緊張し、

うまく患者さんと接することが出来なかった

のですが、そこでコミュニケーション力の重

要性を感じる事が出来ました。さらに、患者

さんへ分かり易く説明するにはどうすればい

いのか、これは私の中で難しい課題でした。

改善点を見つけ工夫していく努力が必要だと

感じました。

　その他、薬局実習で印象に残っているのは

在宅訪問です。実際に患者さん宅へ訪問させ

て頂き、患者さん本人やご家族の方との会話

やバイタルチェック、お薬のセット、お薬の

説明など薬剤師が出来ることや薬剤師がすべ

きことはたくさんあるのだと実感しました。

その中でも特にバイタルチェックは薬剤師に

とって必要な事だと思いました。日々変化し

ていく患者さんの状態を少しでも多く把握し

副作用が出ていないかなど、お薬との関連性

を薬剤師がチェックしていくことは患者さん

の治療において重要だと感じました。

　小さいお子さんをもつ保護者の方への健康

とおくすり相談会は、私にとって貴重な経験

となりました。保護者の中には子供のお薬や

病態、症状に関して不安をもっている方もい

ました。そこで改めて薬剤師は薬のことだけ

でなく病態や症状、または症状に対する対応

策など、患者さんにとって必要な情報を見極

め、それを提供する為に充分な情報量が必要

なのだと実感しました。まだ言葉を発するこ

との出来ない小さな子供は、痛みやかゆみな

どうまく伝えることが出来ないことから、親

も不安になるかと思います。薬剤師は子供や

親の不安な気持ちを汲み取り、その不安を取

り除けるように適切に対処していかなければ

ならないと思いました。

　保険薬局での実習は、大学では体験するこ

との出来ない貴重な体験ばかりでした。保険

薬局実習で学んだことを活かし、Ⅱ期の病院

実習でもより一層頑張っていきたいと思いま

す。

平成28年度Ⅰ期実務実習薬学生記念撮影
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　平成28年5月22日(日）に女性薬剤師部会漢

方講座があり、参加させて頂きました。

　体の状態には裏熱（core heat）と裏寒（core 

cold）があり、漢方薬が最も効果を発揮でき

る状態は裏熱と裏寒の中間の状態である。裏

熱（core heat）の症状として、体の芯の熱感、

口渇（冷たい水を多飲）、便秘（強い便臭）、

高張尿（色濃い）、腹診（腹壁皮膚温度↑）、

舌診（黄色、黄褐色）。裏寒（core cold）の

症状として、寒がり（耐寒能低下）、水様性

鼻汁、不消化便、下痢、軟便、低張尿（色薄

い）、腹診（腹壁皮膚温度↓）、舌診（舌潤、

絵の具状）となる。漢方薬が最も効果を発揮

できる状態にもっていくためにはエネルギー

が必要である。そのエネルギーを生み出すの

が食事である。　

　又、季節の変わり目に体調を崩す人が多く

なるのは、気温や気圧の変化によるためであ

る。例えば、低気圧が近づくと副交感神経が

過剰に反応する。副交感神経のコントロール

がうまくいけば、薬の効果も上がってくる。

つまり、季節の変わり目に自律神経のスイッ

チの切り替えが上手くいけば薬の効果も期待

できるという事である。　

　かぜの治療成績にバラツキが出るのはなぜ

か？考えられる可能性として、解熱鎮痛剤を

使うタイミングが不適切。かぜとくれば方剤

を連想、局所症状に拘り過ぎて、全身全体の

状態に気が向きにくい、過去の成功体験にも

とずいたリピート投与などがあげられる。

平成28年度 女性薬剤師部会 第17回漢方講座報告
かぜの漢方　なぜ治り、なぜ治らないのか

～かぜの漢方治療成績にバラツキが出るのはなぜ？～

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年5月22日(日）12:00 ～ 14:10

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　　　　　　　　　　　　講師：清水医院(佐賀県） 院長　清水正彦先生

女性薬部会

イオン薬局南風原店

我如古 伊都子

＜かぜの漢方治療の考え方＞

　発熱、悪寒を感じたら漢方で温め悪寒が消

失して発汗が始まるまで体温を上げなければ

ならない。漢方薬は短時間で発汗が始まる体

温レベルにもっていく。　

＜かぜで直面する症状＞

咳嗽（気)･･･気道の過敏性亢進、気道クリア

ランス↑

喀痰（水)･･･炎症性、非炎症性の痰、中耳炎

の薬の効果がなかなか出ないのは糖質の

過剰摂取によって体が冷えすぎ治療効果

が上がらない例がある。

喘鳴（気)･･･気道過敏性、気管や気管支平滑

筋の過収縮

発汗解表、鎮痛作用（＋）　汗、尿

　麻黄＋桂枝

　麻黄湯、葛根湯、桂枝湯、小青竜湯

解熱消炎作用　　汗、尿

　全身性の炎症シビアー

　　石膏＋知母：白虎加人参湯、消風散

　炎症moderate

　　黄連＋黄芩：三黄瀉心湯、黄連解毒湯、

　　温清飲

　炎症mild

　　柴胡＋黄芩：小柴胡湯、柴胡桂枝湯、大

　　柴胡湯など
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　今回、はじめて女性薬剤師部会の漢方講座

に参加しました。がん治療と漢方薬という

テーマで、那覇市立病院の友利寛文先生から、

がん治療における漢方の役割と実際に用いら

れた漢方処方の症例について講演していただ

きました。症例だけでなく使用した漢方が投

与される疾患、症状なども詳しく解説してい

ただきわかりやすい内容でした。

　がん医療における漢方の役割をはじめに説

明してもらい、1．発癌防止、2．抗腫瘍効果、

3．副作用防止、4．支持療法、と様々な役割

で医師は漢方を治療に用いていることを知る

ことができました。

　漢方自身にがんの発生を抑える効果やがん

の転移を抑制する効果があるというのは驚き

でした。がん治療というと外科手術、抗がん

剤や放射線治療といった西洋医学の分野とい

うイメージがあったからです。しかし、マウ

スを用いた実験で十全大補湯が肝転移を抑制

することや人参養栄湯は肺転移に効果がある

ことが報告されているそうです。

　実際のがん治療では、患者さんはがんの進

行とともにがんを抑える免疫機能が低下して

平成28年度 女性薬剤師部会 第18回漢方講座報告

　　　　　　　　　　 日　時：平成28年7月31日(日）10:30 ～ 12:00

　　　　　　　　　　 会　場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　　　　　　　　　　 講　師：那覇市立病院 外科部長　友利 寛文 先生

　　　　　　　　　　 テーマ：がん治療と漢方薬

美里虹薬局

与那覇 乙梨恵

利水作用、消炎作用（＋）

　炎症シビアー

　　麻黄＋石膏：越婢加朮湯、麻杏甘石湯

　炎症マイルド

　　防已＋黄耆＋朮：防已黄耆湯、防已黄耆

　　湯＋五苓散

瀉下作用：解熱消炎、駆瘀血

　大黄＋甘草、芒消：調胃承気湯、桃核承気

　湯、大承気湯、大柴胡湯、大黄牡丹皮湯、

　通導散など

駆瘀血作用

　桃仁＋牡丹皮：大黄牡丹皮湯、桂枝茯苓丸

　蘇木＋紅花：通導散

　以上の事から今回の講座を通して患者の処

方内容から病態を推測するだけでなく、バラ

ンスのとれた食事が治療にいい影響を与える

事を伝え、患者の普段の食生活など生活背景

も視野に入れ服薬指導に活かすことが大切だ

と感じました。

いくことが多く、その免疫機能を改善するた

めに、十全大補湯や補中益気湯などの補剤が

用いられます。外科手術では開腹手術後にお

こる腸閉塞に対する薬として大建中湯を用い

ます。また、がん患者では化学療法や放射線

治療での副作用として全身倦怠感、悪心・嘔

吐、下痢、筋肉痛などが現れます。その症状

を和らげる目的で漢方が使用されています。

副作用を抑えることで治療の有用性も高める

ことができるそうです。抗がん剤はがん細胞

だけでなく細胞分裂の盛んな正常細胞にもダ

メージを与えます。そのため、白血球や血小

板の減少、貧血、食欲減退、吐き気、脱毛な

ど様々な副作用に患者さんが苦しみます。

　薬物治療を副作用のせいで中断することが

ないよう、また、がん患者さんの苦痛を取り

除いてQOLを高めるためにも漢方薬を用いる

ことの有用性を感じることができた講演でした。
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平成28年度 (第44回)
学校薬剤師部会総会・講演会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年6月26日(日）13:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　沖縄県薬剤師会館研修室において県薬剤師

会館学校薬剤師部会総会が行われた。

　平成27年度における事業報告、会計報告と

監査報告があり、その後に平成28年度の事業

計画、予算について公表された。前年のとの

違いは、平成27年度からは幼保認定子ども園

への学薬の関わりが求められるようになり、

講習会も行われている。

　以下に平成28年度事業計画を挙げる。

①　学校薬剤師の資質向上に向けた講習会・

研修会の計画と実施

②　学校保健調査の計画と実施、その調査

データの解析を行う。

③　学校環境衛生の未実施項目の実施を働き

掛ける。特に日常点検の実施には力を入れ

ていく。

④　学校薬剤師部会の組織評価を行う。（部

会会員名簿の作成、学薬希望者のフィッ

ティング等）

⑤　関係団体との協力連携の強化

⑥　学習指導要綱に基づいた指導の実施を充

実化するテキストを作成

⑦　「薬物乱用防止」に「未成年者の飲酒防

止と喫煙防止」を盛り込んだ学校児童用資

料作成と、それら防止活動の推進

⑧　県薬各種部会、各委員会との連携を図り、

集合研修等を開催。薬学生実習の積極的受

け入れ

⑨　幼保認定子ども園への薬剤師の配置

⑩　県薬剤師会のホームページの充実化、会

報への投稿をする等、薬剤師会内でも学校

学薬部会

西崎病院

名嘉 紀勝

薬剤師活動を積極的に行う。

⑪　40周年記念の活動、記念誌の発行を行う。

　部会総会に初参加でしたので、学薬部会の

活動と運営においては県薬だけでなく日薬か

らも密に関わっていることが分かりました。

より沖縄の学薬活動を盛り上げるためには、

人員を増やすことも必要と考えられます。今

年度は学校薬剤師部会は創立40周年になるの

で、学校薬剤師活動を大々的にみせて、学校

薬剤師の勧誘に繋げることができたらと考え

ます。

　特別講演では、村田成夫部会長より、「前

年度の沖縄県の教育機関における薬物乱用防

止等の講演会の実施率は前年度70％程度で、

他県では90％を超えている報告もあり、全国

に比べると低い方である。」と沖縄の現状を

伝え、「七嶋先生から学んだことを、明日か

らの学薬活動にと活かしてください。」と挨

拶をいただき、講演が始まりました。

　七嶋先生は、全国で沢山の薬物乱用防止の

講演を行ってきており、子ども達を対象とす

る時は楽しい講演にした方が有効であると冒

頭からおっしゃいました。子ども達にきっち

りと理解してもらうために、「薬物は法律で

禁止されているから」とか、「ダメ。ゼッタイ。」

と言っても、果たして効果があるのでしょう

か？それよりは、薬物乱用防止講習における

目標を「面白かった」「楽しい」として、恐

怖を植え付ける指導よりも、内容が楽しい思

い出の方が残ると、自身の経験と取り組みを

想いと一緒に伝えてくれました。厳しいとこ



－ 25 －

おきなわ薬剤師会報　平成28年８･ ９月号

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　 司会　大城　恭子

　○開会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 村田　成夫

　○平成27年度事業報告　　　　　　　　　　　　　　 大城　恭子

　○平成27年度会計報告　　　　　　　　　　　　　　 村上　市子

　○平成27年度会計監査報告　　　　　　　　　　　　 浜元　朝孝・瑞慶山　純子

　○平成28年事業計画　　　　　　　　　　　　　　　 大城　恭子

　○平成28年度予算計画　　　　　　　　　　　　　　 村上　市子

　○閉会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大城　恭子

　○講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　 座長　村上　市子

　　　演題：「学校薬剤師が行う薬物乱用防止教室」

　　　講師：長崎県薬剤師会 理事　七嶋 和孝（ななしま薬局代表取締役）

ろでは、「危険薬物等を使うと脳細胞と神経

は損傷を受ける。その損傷は修復できない」

と、しっかり伝えられました。子どもとはい

え、「健康」のために薬物乱用防止を伝える。

また、内容において「自身の生き方」として

感じてもらう。これは薬物を断る時の判断と

なる。または、自己肯定感をしっかり育てる

ことが大事である。

　七嶋先生の講演は楽しく聴くことができ、

あっという間に過ぎてしまいました。また、

薬物乱用防止における具体的な手法を教わる

ことができました。最近の薬物、危険ドラッ

グの話題が多い中、子ども達のためには楽し

ませながら啓蒙もしていく必要があり、薬剤

師もコミュニケーション能力を磨いていかな

いといけないと感じました。

学校薬剤師＆学校薬剤師を希望の会員の皆様へ

　学校薬剤師部会では、学校薬剤師の配置等の再確認を行っています。新たに学校薬剤師を

希望する会員の方、現在の担当校について（変更等の）、ご相談を考えておられる学校薬剤

師の先生は、学校薬剤師部会まで連絡下さい。

（連絡先）学校薬剤師部会　　TEL 098-963-8930

お知らせ
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　　　　　　平成28年度
　　　　　　日本医薬品卸勤務薬剤師会
　　　　　　　　　　沖縄県支部会報告

　　　　日時：平成28年7月8日(金）15:00 ～ 18:10

　　　　会場：株式会社 琉薬 第1会議室

　この度、平成28年度日本医薬品卸勤務薬剤

師会沖縄県支部の理事会・総会・研修会・懇

親会を開催しましたので、ご報告致します。

【理事会・総会】

　支部総会の次第は下記の通りです。

1.開会

2.支部長挨拶

3.議事

 1) 報告事項

　 ① 平成27年度支部活動状況報告

　 ② 平成27年度支部収支報告

　 ③ 平成28年度理事会報告

　 ④ 支部会員の入会・退会報告

　 ⑤ 薬学生卸見学実習等の受入報告

 2) 協議事項

　 ① 平成28年度支部活動計画について

　　・沖縄県支部研修会について

　　・各学会参加派遣及び助成について

　　・その他支部活動について

　 ② 平成28年度支部予算について

　　・支部会費請求書の送付先について(確認)

　 ③ 監事1名、事務局1名の選出について

　 ④ その他

4.閉会

　理事会・総会とも滞りなく終了しました。

今年度も引き続き、県内外の学会、研修会へ

の積極的な参加を行っていきます。

【研修会】

　～ワクチンについて：

武田薬品工業株式会社 田鍋氏～

　近年、さまざまな種類のワクチンが開発･

発売されているので、ワクチンの基本的なこ

とを再確認するために研修をお願いしました。

○定期接種と任意接種：定期接種は国が費用

卸薬部会

日本医薬品卸勤務薬剤師会

沖縄県支部支部長

吉冨 弓江

を補助し、市町村が医療機関に委託して行

われる。副反応が発現した場合の補償は任

意接種と桁違いである。

○定期接種にはA類疾病とB類疾病がある：A

類は、疾患の発生及び集団でのまん延予防

が目的で、対象者には接種を受けるための

努力義務が課せられている。B類は、個人

の発病及びその重症化予防、その集団での

まん延予防が目的である。

○ワクチンギャップ：WHOが指示しているが、

日本で定期接種化されていないものに、お

たふくかぜ、B型肝炎、ロタなどがある（B

型肝炎は2016年10月からの定期接種化が決

定した）。背景にMMRワクチンによる髄膜炎

の副反応が影響していると考えられる。

○ワクチン接種後のアナフィラキシー反応：

ゼラチン、タマゴ成分、チメロサール、残

留抗生物質などが原因である。

○ワクチンの取扱いについて：保管の適正温

度は2 ～ 5℃（WHOでは5±3℃）。演者個人

的には、配送時はワクチンを先に納品し、

冷蔵庫前で受け渡しをしてほしいほど、温

度管理にはもっと注意を払ってほしい。

○インフルエンザワクチン：1本のワクチン

に対し必要な有精卵の数は、3価で3 ～ 5個

だったのが、4価では6～7個となった。10年

後にはすべて細胞培養の商品に変わるだろう。

　ワクチンの配送については温度管理を徹底

しているが、メーカーが「冷蔵庫の前で受け

渡し」を希望するほどにデリケートな医薬品

であることを改めて感じました。

【懇親会】

　卸の勤務薬剤師間で様々な内容の情報共有

をはかり、いつでも相談がしやすい状況を

保っています。
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　本会薬剤師無料職業紹介所では、随時100

件余りの求人者（殆どが調剤薬局と病院）が

登録されておりますが、なかなか求職者がい

ないのが現状です。インターネットや誌面を

とおして募集広告等の広報をしております

が、状況は改善されておりません。そこで、

職業紹介事業も続けながら、広報委員会なら

びに青年部会と協働して、『薬剤師職能の啓

蒙活動』を展開しています。

　去る7月6日（水）に開催された主に高校生

を対象に仕事紹介をする全国専修学校各種学

校総連合会主催の「しごとミュージアム」で

の薬剤師ブース出展も同啓蒙活動の一環とし

ており、今回で5回目の参加となりました。

「しごとミュージアム」参加報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年7月6日(水）14:30 ～ 19:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄コンベンションセンター展示棟

啓発・普及活動

 しごとミュージアム

　県内の高校生および若年者を対象に、コンピュータ・情報、美容・理容・ファッション、語学・旅行、

ホテル・ブライダル、公務員・法律、保育・幼児教育、建築・土木・インテリア、自動車・航空・

機械整備、調理・栄養、医療・福祉・介護など200以上の様々なジャンルの仕事を紹介するイベント。

　全国専修学校各種学校総連合会は7月11日を“職業教育の日”と制定しており、沖縄県専修学

校各種学校協会は、仕事に就くために必要な専門的技術や技能・知識を教授する職業教育機関と

して同フェスタを主催。沖縄県が全国ワーストの失業率や新規高卒者の無業者数（率）が全国平

均の約3倍で就職内定率も全国ワーストとなっていることから、若年者の就業意識の啓発と各分

野の職業を体験学習する機会として開催している。

　開催期日が薬学生実務実習期間中というこ

ともあり、実務実習担当理事の我喜屋美香理

事の協力を得て、3年前から薬学生も同ブー

スにて啓蒙活動をしていただいており、大い

に活躍してもらっています。

　主催者側からの情報では、しごとミュージ

アムに今年は高校生だけでも約2,700人の参

加があったとのことです。薬剤師ブースには

80余名が訪れ、70名から「薬剤師のイメージに

ついてのアンケート」を得ることができました。

（報告：事務局 大城喜仁）

＜相談対応者＞

　薬剤師：伊差川 サヤカ（広報委員会）

　薬学生：9名
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　去る7月26日(火) ～ 27日(水)の2日間の日

程で、南部総合福祉センター（東風平町）に

て、沖縄県老人クラブ連合会主催のもと、標

記講習会が開催されました。

　2日目の27日に、本会会員（南部地区薬剤

師会から派遣）の阪本崇彰先生（あにも調剤

薬局）が講師となって「くすりの正しい使い

方」と題して講義をされましたので、この講

義を取材してきました。40余名の老人クラブ

連合会会員と一般の高齢者が受講されました。

　講師の阪本先生は、受講者が高齢者という

ことで、配布資料の活字だけの講義ではなく、

写真やグラフなどを多用したパワーポイント

の映像で分かり易く丁寧な講義をされていま

した。県外のご出身で沖縄方言を交えての講

話でないことが今までの講師とは違っていま

したが、これを物ともせずユーモア溢れる講

話をされ、受講生を引きつけ和気あいあいと

楽しく学んでいられたのが印象的でした。

　健康づくり支援事業「リーダー養成講習会」

は、各地区（市町村）老人クラブ連合会にお

いて、健康と生きがいづくり活動を推進する

ため、その担い手となるリーダー（講習会終

了後、生きがいと健康づくりに指導的実践者

となる者）を養成することで、高齢者の健康

づくりと生きがいづくりの支援・推進を図る

目的で開催しているとのことです。

平成28年度健康づくり支援事業「リーダー養成講習会」報告

啓発・普及活動

　高齢者は、加齢とともに薬を使用する機会

が増え、また複数の薬を使用することも少な

くありません。薬についての知識と理解を深

め、その正しい使い方や保管の仕方について

の学習の場と、また、医療費高騰による財政

圧迫を抑制するための後発医薬品（ジェネ

リック医薬品）の使用について理解を深める

良い機会になったと思われます。

　このような講習会を機に薬剤師に親近感を

おぼえ、かかりつけ薬剤師・薬局を持ってい

ただければと思いました。

（報告：事務局 大城喜仁）

講師を務めた 阪本 崇彰 氏
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　沖縄県産業・雇用拡大県民運動推進本部

（本部長：翁長県知事）が取り組んでいる「み

んなでグッジョブ運動」は、沖縄県の雇用情

勢を全国並みに改善するため、県民が一丸と

なって取り組む運動で、その中で具体的に取

り組んでいる事業に「未来の産業人材育成事

業」があります。同事業は、県経済における

重点産業でありながら人材確保や人材育成等

に課題を抱える7つの産業（観光、情報通信、

建設、福祉、医療、文化、物流）を選定し、

業界と連携しながら未来を担う産業人材を輩

出するため、児童生徒を対象としたプログラ

ムを実施する事業であります。将来の沖縄県

の産業界を担う子ども達に対して、早期から

産業人材育成を目指して魅力発信のための啓

未来の産業人材育成事業「職業人講話」について

啓発・普及活動

蒙活動を行っています。ちなみに、本会会長

も沖縄県産業・雇用拡大県民運動推進本部の

役員になっており、私はグッジョブリーダー

となっております。

　児童生徒のキャリア教育の一環として、「業

界の魅力」「仕事に対する想い」等を伝える

同事業の取り組みに、本会も賛同し「薬剤師

職能PR」を兼ねて事業展開をしています。同

事業を県から受託している株式会社ケイオー

パートナーズ様は、本会の「薬剤師職能PR」

事業を理解され、積極的に取り入れていただ

いており、7月だけで3 ヵ所において「薬剤

師職能PR」をさせていただいております。同

社の担当者より、ご報告を頂いているので、

以下に掲載致します。（文：事務局 大城喜仁）

～ 久米島町立久米島西中学校での取組～

　本会会員の山城晶氏が去る2月15日に久米

島町立清水小学校で行いました「職業人講話」

が大変好評であったことを受けまして、今回

は久米島町立久米島西中学校での講師となり

ました。久米島の医療の現状を知ると共に、

普段は見ることのできない薬剤師の仕事を知

ることで、医療の仕事に興味を持ってもらい、

また、実際に仕事にどう自分たちの勉強が活

かされているかを知ることで、社会と学校生

活のつながりを学ぶことを目的として取り組

まれました。

　山城氏の講話は、これらの目的を理解して

もらうために、「薬剤師を目指したきっかけ

や道のり」「薬剤師として働くことのやりが

い」などを分かり易く話してもらいました。

　この「職業人講話」は、下記の日程で行わ

れた。　　　　　　

　日時：平成28年7月14日(月）6校時

　場所：久米島町立久米島西中学校 教室

　対象：同中学校2学年（1クラス、全41名）

株式会社ケイオーパートナーズ

未来の産業人材育成事業

担当　照屋 愛海

講師：山城　晶 氏
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　去る7月19日(火)に、弊社が沖縄県商工労

働部雇用政策課から受託した、「未来の産業

人材育成事業」（以下、本事業という）の実

施として、竹富町立黒島中学校全学年（全4名）

を対象に、一般社団法人沖縄県薬剤師会様と

連携し、医療産業に対する興味関心を高める

取組みとして職業人講話を行いました。

　今回、実施を行った黒島中学校がある黒島

を含む竹富町は、9つの有人島に小中学校が

点在しているが、島の中に高校がないため、

子ども達は中学を卒業と共に島を離れ、自立

して生活していかなければならない現状があ

ります。

　そのため、今回の実施では、子ども達が島

内では見ることのできない職業、働く大人に

ついて知ることで、より広い視野をもって職

業観を培い、子ども達の自立へのきっかけと

なることを考え、島内には薬剤師がいないた

め、なかなか見ることのできない薬剤師の仕

事から医療産業への興味関心を促すこととし

た。また、仕事に自分たちが勉強しているこ

とがどう活かされているかを知ることで、社

会と学校生活のつながりを学ぶ機会となるこ

ともねらい、一般社団法人沖縄県薬剤師会課

長の大城喜仁様に講師紹介の依頼をし、会長

である亀谷浩昌様をご紹介いただきました。

カリキュラムの中では、医療産業にどのよう

な職業があるかを知ってもらうために、昨年

度本事業で制作したDVD「グッジョブお仕事

～竹富町立黒島中学校での取組～

探検隊」を流して生徒達へ映像を見せること

で医療産業の仕事についてイメージを促しま

した。その後、医療産業の中の職業である薬

剤師について、亀谷様より薬剤師の働く場所

として薬局やドラッグストア、行政、学校薬

剤師など様々な場所があることや、学校薬剤

師の仕事の中にプールの検査等も行っている

ことにも触れ、それぞれの職場での仕事内容

についてもお話いただきました。また、薬剤

師の資格をとるための道のりや薬剤師に求め

られる資質、薬ができるまでの流れなど、医

療産業について理解を深めるお話をしていた

だきました。

　生徒からは「薬の副作用で一番怖いことは

どのようなことか」や「効き目が強い薬はド

ラッグストアとかでは買えないのか」、「薬剤

師の仕事で大変なことはどんなことか」など

様々な質問が挙がりました。黒島には、学校

薬剤師がいないことや診療所がひとつしかな

いため、薬剤師の方と接する機会が少ないこ

とから、生徒たちは真剣にお話を聴いて今回

の機会を自分たちの将来のために役立てよう

としている様子が伺えました。

　今年度、本事業では離島も含め県内全域で

産業理解を促す取組みを行っていきます。今

後も、医療産業で働く人の想いと医療に関わ

る多様な職業の魅力を伝え、未来の沖縄を担

う子ども達に対する、早期からの産業人材の

育成を行って参ります。

講師：亀谷 浩昌 会長
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　去る7月27日(水)に、宮古島にある小学校・

中学校の初任者教員（全19名）を対象に、一

般社団法人沖縄県薬剤師会様と連携し、医療

産業に対する興味関心を高める取り組みとし

て職業人講話を行いました。

　今回の実施は、宮古教育事務所より「3日

間の宿泊での初任者教員の研修を行ってお

り、その初日の研修の一環として学校での学

びと社会の繋がりについて産業人よりお話を

聴きたい」との相談を受けて、本事業で連携

している医療産業、福祉産業から講師を招き、

パネルディスカッションの形で実施しまし

た。医療産業からは、人材不足の現状や働く

上で必要な力や能力などを伝え、かつ、医療

産業の理解を促すために講師をご紹介いただ

きたく、一般社団法人沖縄県薬剤師会課長の

大城喜仁様にご協力依頼をしましたところ、

本事業で数回、小中学生に対して職業人講話

の経験のあった松尾はつよ様をご紹介いただ

きました。松尾様には、これまでの職業人講

話の経験から、子ども達へ伝えてきたことや、

働くためにはコミュニケーション能力や会話

をすることが大切であることを話していただ

きました。また、薬の効果や副作用を知るた

めに説明書が読めないといけないため国語力

が必要なことや、仕事でグラフを見ることも

あるため算数や数学がわからないといけない

こと等、学校の中で子ども達が学んでいる教

～宮古教育事務所初任者研修での取組～

科の大切さについても触れたことにより、教

員自身が学校の中で教えていることが社会へ

繋がっていることを実感する機会となった様

子でした。

　参加した教員からは、「コミュニケーショ

ン能力が大切だと文部科学省からも言われて

いるため取り組んでいるが、会話をしてコ

ミュニケーションがとれているとは教員自身

もまだ言えない。」といった自身のことを振

返っている発言や、「子ども達の職業への視

野を広げるために、学校でも様々な職業の

方々をお呼びしてお話いただいている。子ど

も達には仕事は『楽しい』と思ってほしいと

考えているが、自分自身が教員の仕事以外を

知らないため、率直に実際にお仕事は楽しい

と思っているか。また、どのようなことが楽

しいと感じているか。」といった質問もあり、

他の仕事に就かずに教員を目指したことか

ら、今後子ども達の職業への視野を広げてい

く取り組みを行っていく上で、自分自身も情

報を知る必要があるという考えを持つきっか

けとなったようでした。

　今後も薬剤師会の皆様やその他の医療産業

に関わる団体様と連携して、未来の沖縄を担

う子ども達への取り組みと共に、その子ども

達を支える身近な存在である教員・保護者に

対しても産業理解の取り組みを行って参りま

す。

講師：松尾 はつよ 氏
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　職場体験学習は、「生徒が事業所などの職

場で働くことを通じて、職業や仕事の実際に

ついて体験したり、働く人々と接したりする

学習活動」（文部科学省）です。平成13年頃

から始まり、今ではほとんどの中学校で実施

されています。

　本校では、毎年6月末～ 7月初旬に「総合

的学習の時間」をまとめ取りし、中学2年生

で実施しています。今年度は、7月5日と6日

の2日間、2年生194名が63か所の事業所で職

場体験学習に取り組みました。

　本校の職場体験学習のねらいは、以下の4

つです。

①　将来希望している職業や興味のある職業

の仕事を実際に体験することで、その仕事

内容や自分の適性をより具体的に知る機会

にする。

②　実際に働いている人々に接することで、

その仕事の苦労や喜び、生きがい、またそ

の仕事が社会でどのように役立っているか

を知る機会にする。

③　社会人・職業人としてのマナーやルール、

規律、礼儀、言葉づかいの大切さについて

知る機会にする。

④　学校周辺や地元の企業や職業について、

よく知ることで進路の参考にする。

　これらのねらいを達成できるよう、1年生

から計画的、系統的に進路学習に取り組み、

職業の世界や働くことの意義等について学ん

でいきます。

那覇市立鏡原中学校における職場体験学習

　　　　　　　　　　　　　日時：平成28年7月5日(火）～ 6日(水)

　　　　　　　　　　　　　場所：会営薬局とよみ

啓発・普及活動

那覇市立鏡原中学校

教員　佐久本 優太

　職場体験学習の主な流れは、

①　1年生の3月に希望する職業を調査する。

②　希望に基づいて、2年生の4月～ 5月に2

学年職員で受入事業所を開拓する。

③　体験学習に入る前に、「働くこと」につ

いての理解を深める進路学習、「履歴書」

の作成、専門学校の講師を招いての「マナー

講習会」等の事前学習を行う。

④　事後、「お礼状」を書き、体験のまとめ

と個人新聞作成の事後学習を行う。

となっています。
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　今年度、第一希望に薬剤師を選んだ生徒は

6名（女子4名・男子2名）いました。

　この度は、沖縄県薬剤師会事務局の大城様、

会営薬局とよみの糸嶺様はじめ、職員の皆様

にご協力頂き、3名の生徒が職場体験学習を

行うことができました。ありがとうございま

す。

　薬局というこれまでにお世話になった事が

ある場所とはいえ、どのような仕事があるの

か、わからない事ばかりの生徒たちでしたの

で、現場では不安な気持ちがありつつも、色々

と知りたいという気持ちで目を輝かせて、職

場体験学習に取り組んでいる姿が見られまし

た。業務内容の体験だけでなく、薬の種類や

薬剤師の仕事内容、薬剤師になるための進路

や中学校でやっておくとよいことなど多くの

研修も受けることで、より一層薬局や薬剤師

の仕事について理解する事ができたようで

す。職場体験後の生徒の感想には、『今回の

職場体験でいろんな事を学びました。大学か

らの研修生の方からも薬剤師になるための大

学の事を具体的に聞く事もできてよかったで

す。』『2日間の職場体験を通して、仕事に就

く大変さ、仕事をする楽しさなど仕事の魅力

について学ぶ事ができました。薬局では、私

たちが当たり前のように受け取っていた薬が

様々な工夫や手間をかけられることで安全安

心して服用できるようになっていると知り、

感動しました。』『薬剤師は薬の知識も必要だ

し、ずっと立ったり歩いたりで体力も必要な

大変な仕事でした。薬局の中のことや薬剤師

の仕事、なり方など色々なことを学ぶことが

出来ました。この職場体験で、大変な所も楽

しいところも知ることが出来たので、将来に

ついて考えやすくなりました。この経験を参

考にして、夢に向かって頑張りたいと思いま

す。』などの言葉がみられ、学習のまとめと

して行った新聞作成の様子からも充実した2

日間を過ごせたことが伝わってきました。

　この経験は、今後の生徒たちの生活に必ず

活かされていくものだと思います。将来、今

回お世話になった生徒の中から皆様の後輩と

して会うことになった時には、またよろしく

お願いします。

写真提供：那覇市立鏡原中学校
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　沖縄戦殉職医療人之碑は、昭和26年10月に

沖縄医療団により建立され、去る平成21年の

慰霊の日には、ひめゆり平和記念資料館が開

館20周年を迎えたことにより、その記念事業

の一環として、ひめゆりの塔および周辺の環

境整備が取り組まれ、ひめゆりの塔に隣接の

沖縄戦殉職医療人之碑の周囲においても植

栽、新しい敷石が整備されています。

　参拝当日の沖縄戦殉職医療人之碑には、毎

年、本会と沖縄県医師会の供花、そして昨年

から沖縄県歯科医師会の供花も添えられてい

ます。

沖縄戦殉職医療人之碑へ慰霊
平成28年6月23日(木）慰霊の日〔ひめゆりの塔構内〕

その他会務報告

　本会名誉会員の久場トヨ先生、長田紀昭先

生におかれましては、御尊父の長田紀助氏（当

会第2代会長）が合祀されていることから毎

年ご参拝されており、今年もご子息である長

田紀与志氏とご参拝されました。先生方と共

に、亀谷浩昌会長、神村武之前会長と奥様の

康江氏、宮城敦子常務理事、吉田洋史理事が

沖縄県薬剤師会としてご参拝、慰霊されたこ

とをご報告致します。

　機会がございましたら、沖縄戦殉職医療人

への慰霊、追悼に是非ご参拝下さい。

（報告：事務局 大城喜仁）

＜沖縄戦殉職医療人之碑＞

　昭和26年10月に沖縄医療団により建立。沖縄戦の戦死者として合祀されている。

　薬剤師は、県内・県外あわせて10人近くになると思われる。その内の1人、県薬第2代会長の長田紀

助氏（久場トヨ先生、長田紀昭先生の御尊父）は、厚生大臣任命で、佐官待遇の軍属として南部戦線

に向かわれ、玉城村（現南城市）字糸数付近で戦没された。喜瀬乘垣氏（キセ薬局・喜瀬乗惟先生の

御令兄）は中国大陸の山野で没された。
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●河北病院女性死亡訴訟－県の敗訴確定　上告不受理～

山形（毎日新聞　7月15日）　

山形県立河北病院で治療を受け2003年に死亡した女性

（当時51）の遺族が県に損害賠償を求めた訴訟で、最高

裁第3小法廷は県の上告を受理しない決定をした。病院

のミスを認め県に約2300万円の支払いを命じた2審判決

が確定した。判決によると、女性は難病の再生不良性貧

血で投薬治療を受けていた。病院は検査数値が改善した

として02年12月に一部の薬の投与をやめたところ、再発。

03年4月に投与再開したが、同10月に合併症の肺炎で死

亡した。1審山形地裁判決は請求を棄却。2審仙台高裁は、

病院が03年2月の検査で再発を見落とし、その時点で投

薬を再開しなかったため死亡したと判断、遺族逆転勝訴

の判決を言い渡した。

●適応外使用の管理強化が必要～薬剤師の関与、院内で

不可欠（薬事日報　7月27日）

今年6月に公布された医療法施行規則の改正を受け、適

応外使用の医薬品が安易に処方され患者に不利益が生じ

ないように、院内の管理体制強化が求められるように

なった。7月に開催された日本医薬品安全性学会のシン

ポジウムで2大学病院の関係者は自施設の取り組みを提

示。適応外使用の管理には薬剤師の関与が欠かせないこ

とを強調した。

●乱立する認定薬剤師制度－増える学会、専門含め45種

類に～薬事日報調査（薬事日報　7月27日）

特定領域の知識・技能を習得した薬剤師を認定する「認

定薬剤師制度」が28団体35種類に及ぶことが明らかに

なった。「専門薬剤師制度」は6団体10種類に上ったが、

認定薬剤師の多さが際立った。認定薬剤師、専門薬剤

師を合わせると45種類。しかし、新たな薬剤師関連学

会、認定制度の増加に歯止めがかかる傾向は見られてお

らず、むしろ乱立状態が拡大している実態が浮き彫りに

なった。
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●日本薬学教育学会が発足－教育効果の検証、改善を推

進（薬事日報　8月29日）

日本薬学教育学会が27日、正式に発足した。年に1回開

催する学術集会や会誌発行などを通じて、薬学教育関係

者が最新の知見や取り組みを発表、共有する場を提供す

る。教育効果を検証し改善するサイエンスとしての薬学

教育学を確立し、薬学教育の向上につなげたい考え。同

学会の運営は、薬系大学教員に加え、日本薬剤師会や日

本病院薬剤師会の関係者ら11人で構成される世話人会が

担当。代表世話人に乾賢一氏（京都薬科大学）が就任。

●原因不明のまひ95人に　エンテロウイルス関連か （共

同通信　8月30日）

子どもを中心に発熱に伴って手足のまひが起きる原因不

明の症例について、厚生労働省の研究班は29日、昨年8

～ 12月にまひを訴え入院した患者が95人、検査ができた

患者の約4分の1から、かぜに似た症状を引き起こす「エ

ンテロウイルスＤ68」を検出した。感染予防にはうがい

や手洗いが有効だという。

●東北大、妊産婦守る避難所マニュアル作成（河北新報 

8月30日）

災害発生時の避難所で妊産婦と乳幼児を守るための情報

共有マニュアルを、東北大東北メディカル・メガバンク

機構の菅原教授（周産期医学）らの研究グループが作成。

「一般・避難所運営者向け」「保健・医療関係者向け」の

2種類。「発災後～ 6時間」「慢性期・1～ 3カ月程度」な

ど時間の経過に伴い収集すべき情報、提供すべき支援情

報をリストアップした。東日本大震災では、避難所で妊

産婦が長期間見過ごされるケースがあった。マニュアル

は機構のホームページで入手可能。

●受動喫煙対策は世界最低レベル　厚労省検討会が痛烈

報告（朝日新聞　8月31日）

厚生労働省の有識者検討会は「喫煙と健康影響」に関す

る報告書（たばこ白書）案をまとめた。日本の受動喫煙

対策を「世界最低レベル」とし、「屋内の100％禁煙化を

目指すべきだ」と提言している。白書をまとめるのは4

回目。今回、白書として初めて、日本人での喫煙と病気

の因果関係を、米国の評価方法に準じて、「確実」「可能

性あり」「不明」「無関係の可能性」の4段階で科学的に

判定した。受動喫煙では、肺がん、虚血性心疾患、脳卒

中などを「確実」と認定した。世界保健機関（WHO）に

よる各国のたばこ対策の評価では、日本は「受動喫煙か

らの保護」「マスメディアキャンペーン」「広告、販売促

進活動などの禁止要請」の3項目が「最低」で、Ｇ7諸国

で最悪だった。

●薬大量投与、女性死亡　岐阜市民病院（岐阜新聞　8

月31日）

岐阜市民病院は30日、昨年12月に脳症の70代女性患者に

血糖値を確認せず大量のステロイドを投与、高浸透圧高

血糖症候群で死亡する医療事故が起きたと発表した。病

院は全面的に過失を認め、遺族に賠償金約2033万円を支

払うことで示談した。女性は意識障害で入院、発症率が

極めて低い自己免疫疾患「橋本脳症」と診断された。昨

年12月1日から点滴でステロイドを大量に投与したとこ

ろ、9日後に脱水などの症状が現れ始め、12月11日に死

亡した。女性は糖尿病を抱えていたが、担当した内科の

男性医師は血糖値の確認を一度も指示していなかった。

●子どもの用法用量明示へ　医薬品の添付文書に（共同

通信　9月2日）

厚生労働省が来年度から、医療用医薬品の添付文書に小

児の用法・用量の目安や、安全に関する情報を記載する

よう製薬企業に促すことが分かった。製薬企業による臨

床試験（治験）の多くは採算性の問題などから大人のみ

を対象とし、子どもの効果や安全性が確認された薬は非

常に少ない。医師の判断で使う「適応外使用」が常態化

している。厚労省は既に、国立成育医療研究センターに

「小児医療情報収集システム」を構築。約40医療機関約

14万人分の小児患者に関する医薬品情報をデータベース

化している。医療現場では、海外での使用例や過去の経

験などに基づき医師の裁量で使用しているのが実情という。

●制吐剤のエビデンス発信－薬剤師主導、世界初の成果

（薬事日報　9月2日）

制吐剤「パロノセトロン」の有効性を検証するため、薬

剤師主導で実施した多施設共同第Ⅲ相試験「TRIPLE」の

研究成果が、癌専門誌「Annals of Oncology」に掲載さ

れた。パロノセトロンは、既存薬より薬価が5倍程度高

いにもかかわらず、標準的な3剤併用制吐療法に用いる

科学的根拠が乏しかった。今回、抗癌剤の投与開始後、

数日間続く吐き気や嘔吐を既存薬のグラニセトロンより

も軽減できることを世界で初めて証明し、薬剤師主導の

臨床研究でエビデンスを発信する大きな成果を得た。

●過量服薬の原因薬剤トップ10 ～医療経済研究機構（読

売新聞　9月7日）

医療経済研究機構主任研究員の奥村さんらのグループが

調査、今年8月下旬、米科学雑誌「PLOS ONE」に論文が

掲載された。調査は06年9月から13年6月までの間に、東

京医科歯科大学救命救急センターに自殺関連行動で入院

した933人を対象とした。このうち、意図的な過量服薬

を行い、過量服薬以外の自殺関連行動を伴わず、原因薬

剤を特定できた676人を解析対象とし、原因薬剤と入院

の経過などをまとめた。解析対象者のうち、約86％にあ

たる581人は原因薬剤が抗不安薬・睡眠薬だった。解析

対象者全体の誤嚥性肺炎発生率は10.7％。使用患者数が

5番目に多いベゲタミンは、28.8％が誤嚥性肺炎を発症

した。

<過量服薬の主な原因薬剤（上位から)>

1 フルニトラゼパム 2 エチゾラム（デパス）3 ブロチ

ゾラム（レンドルミン）4 ゾルピデム（マイスリー）5 

クロルプロマジン・プロメタジン・フェノバルビタール

合剤（ベゲタミン）6 トリアゾラム（ハルシオン）7 ブ

ロマゼパム（レキソタン）8 アルプラゾラム（コンスタ

ン、ソラナックス）9 バルプロ酸ナトリウム（デパケン）

10 ニトラゼパム（ベンザリン）
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【今月の特集】

◇医薬ジャーナル　52巻 7号

＊PK/PDに基づく薬物療法と新薬開発の最前線　

◇医薬ジャーナル　52巻 8号

＊薬剤疫学 ～医療ビッグデータの利活用～

◇エキスパートナース　32巻 7月号

＊病棟ナースが行う認知症ケア

◇エキスパートナース　32巻 8月号

＊ナースのための血ガス講座

◇エキスパートナース　32巻 8月臨増

＊急変対応Ｑ＆Ａ

◇きょうの健康　7月号　

＊肩こり・肩の痛み

◇きょうの健康　8月号　

＊胃の病気

◇月刊薬事　58巻 9号　

＊日常頻用される検査値を読み解く！ 

◇月刊薬事　58巻 10号（増）

＊その患者・その症例にいちばん適切な使い方がわか

　る～ステロイド療法のエッセンス

◇月刊薬事　58巻 11号　

＊目指せ！ ICUにおける薬物治療の標準化～自信と根

　拠をもって実践するために

◇産科と婦人科　83巻 7号　

＊ART最前線

◇産科と婦人科　83巻 8号　

＊骨盤臓器脱と排尿障害 Up to Date

◇総合診療　26巻 7号　

＊感染症ケアバンドル・チェックリスト

◇総合診療　26巻 8号　

＊The 初診外来

◇調剤と情報　22巻 9号

＊かかりつけ薬剤師なら知っておきたい肝機能低下の

　サインと対応

◇調剤と情報　22巻 10号

＊がん患者のケアマネジメント－大腸がん編－

◇治療　98巻 7号

＊総合診療医・漢方医 コラボ企画 手強いコモンディ

　ジーズ

◇治療　98巻 8号

＊新薬に飛びつかない！ 既存薬・新薬との上手なつき 

あい方

◇日経ドラッグインフォメーション　225号

＊疑義照会のコツと勘所

今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。

◇日経ドラッグインフォメーション　226号

＊この相互作用を見落とすな

◇日経メディカル　584号

＊｢高額薬剤が国を滅ぼす」は本当か

◇日経メディカル　585号

＊どうする？その失神

◇日本医事新報　4807号

＊腸内細菌の臨床応用の可能性

◇日本医事新報　4808号

＊ディオバン事件～問題点と教訓を考える

◇日本医事新報　4809号

＊増加する食中毒の傾向と対策

◇日本医事新報　4810号

＊肺MAC症マネジメント

◇日本医事新報　4811号

＊中高年者に対するロービジョンケア

◇日本医事新報　4812号

＊アルコール使用障害と早期対応

◇日本医事新報　4813号

＊熱性けいれんの診療の現在

◇日本医事新報　4814号

＊在宅でがんの痛みに対処する

◇日本医事新報　4815号

＊2型糖尿病のインスリン外来導入時の注意点

◇日本医事新報　4816号

＊若年女性の裂肛を治療する

◇日本医事新報　4817号

＊癌免疫療法の臨床応用への可能性

◇薬局　67巻 7号　

＊薬物相互作用～適正なDDIマネジメントを実践するた

　めのポイント

◇薬局　67巻 8号　

＊スタチン～明らかにされた有益性とその限界を実地

　臨床に活かす

【今月の論文等】

■薬物療法■

▲適応外使用の処方せんの読み方 妊婦のトキソプラズ

　マ感染症 (73)

　月刊薬事58 (9)　p.99

▲適応外使用の処方せんの読み方 がん患者の皮膚潰瘍

　部位の悪臭 (74)

　月刊薬事58 (11)　p.151

▲胸部X線で異常がない2 ～ 3週間続く咳嗽のアプローチ

　治療98 (7)　p.964
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

▲検査で異常所見がみつからない腹痛、慢性下痢

　治療98 (7)　p.1004

▲慢性腰痛治療で広がるサインバルタ処方

　日経ドラッグインフォメーション (225)　p.31

▲皮膚障害を抑えつつ服用継続　苦肉の策のイレッサ

　隔日投与

　日経ドラッグインフォメーション (225)　p. PE21

■新薬■

▲新薬くろ～ずあっぷ　ロコアテープ

　調剤と情報22 (8)　p.87

▲新薬くろ～ずあっぷ　イフェクサー SRカプセル

　調剤と情報22 (9)　p.49

■安全性情報■

▲Dr. 上田剛士のエビデンス実践レクチャー！　クスリ

　とリスク・4 

　テオフィリン中毒 

　月刊薬事26 (7)　p.612 

▲Dr. 上田剛士のエビデンス実践レクチャー！　クスリ

　とリスク・5 

　気管支喘息患者に安全な薬剤 

　月刊薬事26 (8)　p.691 

▲レジデント Case Conference ：糖尿病合併症治療およ

　び血糖コントロール後も 口渇・多尿が持続した50代

　男性 

　月刊薬事26 (8)　p.699 

▲前立腺肥大症患者にフスコデ配合錠の処方

　調剤と情報22 (10)　p.1189

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

　読み解く (51)

1. ダビガトランによる抑うつ症状

2. ポリスチレンスルホン酸カルシウムおよびセベラ

　マー併用でクエチアピンの血清中濃度が低下

3. メマンチンによる角膜内皮障害

4. 制酸薬併用でスニチニブの臨床効果が減弱する可能性

5. ダビガトランによる有害事象自発報告には不適切な

　薬物の併用が多い

6. ドネペジルによる難治性しゃっくり

　医薬ジャーナル　53 (7)　p.150

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

　読み解く (52)

1. カペシタビンによる顎口腔ジストニア

2. コリンエステラーゼ阻害薬による薬物有害反応の特徴

3. ジルチアゼム併用でアピキサバンの血漿中濃度が上昇

4. リファンピシン併用でクリンダマイシンの血漿中濃

　度が低下

5. テルミサルタンによる筋毒性

6. イソニアジドにより痙攣発作を呈した飲酒、喫煙患者

　医薬ジャーナル　53 (8)　p.152

■産婦人科■

▲妊婦が使用できる解熱鎮痛薬は？

　日経ドラッグインフォメーション (225)　p. PE37

▲妊娠計画のある若い女性の頭痛

　治療　98 (7)　p.1004

▲月経困難症とトラニラスト

　日本医事新報 (4810)　p.50

■臨床検査■

▲疑義照会事例でわかる検査値の読み方　薬剤性高血

　糖を発見し処方変更を提案

　調剤と情報　22 (9)　p.67

▲疑義照会事例でわかる検査値の読み方　腎機能を考

　慮した処方提案で副作用を改善

　調剤と情報　22 (9)　p.67

■服薬指導■

▲糖尿病発症で尿酸値が低下した患者

　日経ドラッグインフォメーション (225)　p. 27

▲新規ＳＮＲＩイフェクサー服薬時の注意点は？

　日経ドラッグインフォメーション (226)　p. PE33

▲皮膚科でコルヒチンが処方された理由

　日経ドラッグインフォメーション (226)　p. PE39

▲スタチンとマクロライド系薬の相互作用

　日経ドラッグインフォメーション (226)　p.33

■漢方薬■

▲マクロライド療法効果不十分な慢性副鼻腔炎症例に

　対する辛夷清肺湯の有効性についての検討

　新薬と臨床65 (8)　p.1052

▲抗がん剤治療による筋肉痛に対する芍薬甘草湯の効果

　新薬と臨床65 (8)　p.1082

■サプリメント■

▲グルコサミン塩酸塩の摂取がヒトの膝の痛みと膝特

　異的QOLに及ぼす影響

　新薬と臨床65 (7)　p.946

■その他■

▲パーキンソン病における嗅覚障害

　日本医事新報 (4811)　p.49

▲緩和ケア：「早く死にたい」と言う患者への対応

　日本医事新報 (4809)　p.56

▲世界の薬局で実践されるリフィル調剤 (前編)

　調剤と情報 22 (9)　p.105

▲世界の薬局で実践されるリフィル調剤 (中編)

　調剤と情報 22 (10)　p.119
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ハンダマ：水前寺菜：金時草

　学　　名　Gynura  bicolor
　科　　名　キク科 Asteraceae
　属　　名　サンシチソウ属 Gynura
　使用部位　全体・葉

　有効成分　ポリフェノール・カルシウム

　　　　　　ビタミンA、GABA

ハンダマの特徴

　ハンダマ Gynura bicolor は、熱帯アジア、

特にインドネシア北東部にあるモルッカ諸島

が原産地だといわれている。属の学名「メス

のしっぽ」は柱頭が長く尻尾のように見える

ことに由来し、種小名bicolor「二色の」は、

葉の表と裏で色が違うことに由来する。この

葉の裏の色が金
キントキ

時芋の色によく似ていること

から、金
キンジソウ

時草とも呼ばれる。

　キク科サンシチソウ属の多年草で、草丈50

～ 90cmになり、茎と葉はやや多肉質で、葉

は互生し、長さ10cmほどの長楕円形で切れ込

みがある。鈍い光沢があり、表は深緑だが、

裏側は鮮やかな紫色またはブロンズ色。半日

日陰で一日の温度差が大きいと葉色のコント

ラストが鮮やかに出る。つぶすと赤色の汁が

出る。春から夏にかけて繊長な枝の頂に管状

花ばかりからなる黄赤色の頭花を散房状につ

ける。種子はできない。このため、繁殖はもっ

ぱら挿し芽で行う。茎を水に挿しておくと、

女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

第27回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

栄養成分（100ｇ当たり)     (財)日本食品分析センター

エネルギー 蛋白質 炭水化物 脂質 食物繊維 マグネシウム カルシウム カリウム

27ｋｃｌ 　1.3ｇ 4.6ｇ 0.4ｇ 4.0ｇ 55.0 m g 211 m g 362 m g

ナトリウム ビタミンＣ ビタミンＥ βカロテン ビタミンＫ1 ビタミンＢ2 ビタミンＢ6 水分

7.6 m g 16 m g 2.5 m g 2450μｇ 184μｇ 0.09 m g 0.086 m g 92.3ｇ

2週間で根が出る。発根を確認したら土に植

える。生育適温は20 ～ 25℃、暑さに強く夏

場に繁茂するが、乾燥に弱いのでこまめな灌

水が必要。葉が茂ったら摘んで食べる。葉を

摘んでも次々とわき芽が出てくる。7月～ 9

月頃が美味しい旬で、収穫は11月頃には終了

になる。

ハンダマの歴史

　江戸時代に中国から渡来し、熊本県水前寺

町で栽培されたことから「スイゼンジナ」の

和名がある。これが石川県金沢市に伝わり、

加賀野菜の一種になった。愛知県では式部草

とよばれる。沖縄県では「ハンダマ」と呼ば

れ、昔から薬草として常用されてきた。低血

圧、眩暈、貧血、頭痛、不眠症、のぼせ、歯

痛、淋病、赤痢、産後の止血、眼疾患、おで

き、血清め、胸やけの薬として伝承されてい

る。ハンダマ、パンダマ、パルダマ、ファン

ダマ、アンダマの方言がある。

ハンダマの有効成分

　ハンダマの紫色はアントシアニンで、強い

抗酸化作用を持ち、老化防止、免疫力向上、

眼精疲労の改善などの効果がある。ヌメリの

成分ムチンは粘液の主成分であり、血糖値や

血中コレステロールを低下、血液をサラサラ

にする効果、粘膜保護作用、抗ウイルス作用、

細胞活性作用などがある。GABA（Gamma 
Amino Butyric Acid）も豊富で、抗ストレス

作用がある。カルシウム、鉄、ビタミンA、

ビタミンB2、ビタミンCなども含まれており、

疲労回復、貧血、イライラ、骨粗鬆症、夏バ

テ防止などが期待できる。

参考　旬の食材百科、Ｗikipedia、金沢学院短大、

　　　　　  亜熱帯植物資源データベース 
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粘膜保護物質 ムチン（mucin）
　ヒトでは約20種類のムチンコアタンパク

（MUC1, 2, 3A, 3B, 4, 5AC, 5B, 6, 7, 8, 9,  
10, 11, 12, 13, 15, 16, 17, 18, 19）があり、

臓器によって分布は異なる。これらのムチン

糖タンパク質は分泌型ムチン（粘液成分とし

て消化管腔へ分泌され､種々の物質と結合し､

タンパク分解酵素阻害活性を有して粘膜を保

護する役割を持つ）と膜型ムチン（粘膜上皮

の管腔面を覆うゲル層を形成し､物質の選択

的吸収を助け､タンパク分解酵素や細菌から

粘膜の直接的侵襲を防いでいる）の2種類存

在する。

　大腸粘膜上には主にMUC2が分泌されてお

り、上皮細胞を食物や細菌の代謝物から保護

するとともに、共生細菌定着の場にもなっ

ている。MUC2遺伝子を持たないマウスで

は、大腸癌の発生率が著しく増加することか

ら、MUC2が腫瘍を抑制する働きを持つので

はないかと考えられている。一方、上皮表面

に分布するMUC1は種々の癌で過剰に産生さ

れる。また癌病巣やその周辺粘膜においてム

チン糖タンパク質の変化している事例も報告

されている。さらに癌に特異な糖鎖も確認さ

れ､これに対する単クローン抗体も作成され､

癌特異抗原としての診断的価値が高まってい

る。潰瘍性大腸炎やクローン病においても､

ムチン糖タンパク質の糖鎖の異常が確認され

ている。疾病状態と糖鎖の構造の変化が対応

するということは､その糖鎖のもつ機能の上

からも興味深い。

・レバミピドは胃

粘液(ムチン)を

増加させる。

・目の表面のゴブ

レット細胞から

分泌される粘液

の分泌型ムチン

は、涙が目の表

面に均一に分布

するのを助け、

涙の安定性に重

要な役割を果た

している。レバ

ミピド点眼液は

ムチンの再生促

進作用がある。ジクアホソルナトリウム点

眼液は、杯細胞のP2Y2受容体に働いて眼

の結膜からムチン粘液と水分を分泌する作

用がある。
参考：デジタル大辞泉、　Ｗikipedia、理化学研究所、

大塚製薬・参天製薬・弘前大学医学部第一生化学教室

γ－アミノ酪酸 GABA
・α波の出現：GABA摂

取グループは､コント

ロール群に比べα波が多く現れる。ギャバ

摂取時はリラックスした状態にある。

・β波の出現：GABA摂取グループはβ波の

出現量が抑えられた。α波/β波の値“癒

し効果”の指標

・ギャバ100mgを摂取して瞳孔の直径と心拍

数を測定すると､コントロール群に比べ瞳

孔の直径は小さくなり、心拍数は下がった。

ギャバを摂取した後にはリラックスした状

態になる。

・ギャバ摂取時には、ストレス状況下におい

ても、免疫力があまり下がらない。

・ギャバの摂取は深い眠りに入りやすく、質

の良い睡眠を保つ効果がある。
参考：脳科学辞典・ガャバストレス研究センター

　　　　　 静岡県立大学食品栄養科学部他

アントシアニン（anthocyanin）
　フラボノイドの一種。植物界に広く存在す

る色素アントシアンは、果実や花の赤､青､紫

を示す水溶性色素の総称のうち、アントシア

ニジンがアグリコンとして糖や糖鎖と結びつ

いた配糖体成分で、高等植物では普遍的な物

質であり、花や果実の色の表現に役立っている。

・抗酸化作用が強い。健康や美容面でアンチ

エイジングにも強い効果を発揮する。骨粗

しょう症にも効果があるとの研究結果もある。

・目の網膜にあるロドプシンの活性化を促

し、視覚機能を改善する。また､マウスを

使った実験では白内障に対する効果も認め

られている。

・マウスを使った実験において、内臓脂肪の

蓄積を抑制する効果が認められた。その結

果から、降圧作用、活性酸素の抑制、肝機能

改善、毛細血管保護、血小板凝固の抑制、動

脈硬化抑制などのなどの効果が期待できる。

参考：漢方薬・生薬・栄養成分がわかる事典の解説
　　　　 塚原浩章・若さの秘密



－ 54 －

おきなわ薬剤師会報　平成28年８･ ９月号

　去る8月3日～ 6日までの4日間、

沖縄県立玉城青少年の家で第39回

目の小児糖尿病サマーキャンプが

開催されました。

　昨年のキャンプで私たち薬剤師

チームは、「外出先での注射と使用

済み針の自宅や外出先での管理方

法と廃棄方法に関するアンケート

調査」を参加患児（以下、キャン

パー）とその家族に対して行いまし

た。調査結果の1つに外出時の針等

の廃棄に苦慮していることが伺え

ました。

　そこで、今年のキャンプでは、前

回のアンケート結果を踏まえて「そ

れなら持ち運びたくなるような廃棄

容器を作成しちゃおう(^^♪｣と、薬

剤師チームの企画による針廃棄容

器の工作タイムを持ちました。初

めての試みでしたが、キャンパー

のみならずキャンパーの家族や学

生ボランティアもみんなで工作タ

イムを楽しんでいました。材料は、

身近にあるもの（薬剤の空容器・ガ

ムボトル・サプリメント容器など）

や100円均一ショップで揃えるなど

し、できるだけお金をかけずに準備

しました。来年も同様の工作タイム

の開催を企画したいと考えていま

す。

　来年も多くの薬剤師ボランティ

アの参加をお待ちしています!!!

投稿
第39回沖縄県小児糖尿病サマーキャンプに参加して

琉球大学医学部附属病院

砂川 智子

①準備の様子（体育館の一部を利用して工作場所としました）

②工作の風景（右：さっそく自作の廃棄容器を使用している）

③どれも可愛く仕上がりました
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漢方認定薬剤師

琉球大学医学部附属病院　　　　　　　

古謝 さなえ   　　　　　

 去る6月12日、漢方認定薬剤師の筆記試験が

行われた。会場は、私の母校。試験会場の一

つに母校の名前を見つけた時は、正直嬉し

かった。こういう形で母校を訪れることがで

きるとは、思っていなかったからだ。試験自

体は1時間。開始の合図までの間に、期末試

験で苦しんだ思い出がよみがえってきて、一

人苦笑いをしていた。今回執筆の機会をいた

だいたので、漢方認定薬剤師について書かせ

て頂こうと思う。

　漢方と聞いて、皆さんはどんな事を思い浮

かべるだろうか。食前服用。飲みにくい。作

用が緩和。今でこそ機序や効果について論文

も発表されている漢方薬ではあるが、まだま

だ証による使用は進んでいないように思われ

る。漢方って難しい。今でも、私自身そう感

じている。

　漢方に興味を持ったのはいつからだろう。

大学生時代の生薬の授業は、正直眠気との戦

いでもあった。しかし、小学生の頃、服用し

ていた漢方薬の記憶が強烈すぎた。

　少し、この時の思い出を話そうと思う。使っ

ていたのは煎じの漢方薬。アトピー性皮膚炎

がひどくなったため、始めてみた漢方薬で

あったがとにかく苦い。食事前に母が鍋で煮

詰めてくれるのだが、香りでもその苦さが伝

わるほど。毎食前の1杯が、本当に辛かった。

飲んでいる途中でコップから口を放そうもの

なら、続きを飲み始めるのに勇気が必要とな

る。一気に飲み干さないと、全てを飲み干す

のに時間がかかるほどだった。

　どんな生薬が含まれていたのか、今となっ

てはわからない。煎じ方法も不適切だったの

かもしれない（鍋の中でブクブクと激しく沸

次号には、川満裕次郎 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

騰させていた気がする)。もっと美味しけれ

ばいいのに。涙目になりながら飲んだものだ。

自分が使っていたからこそ、学ぶにつれ、興

味が湧いたのだと思う。

　漢方認定薬剤師は、公益財団法人日本薬剤

師研修センターが認定するものである。認定

を受けるためには9回の講義研修会と1回の薬

用植物園実習、そして試験に合格する必要が

ある。講義は東京の会場で行われたものを、

インターネットにより受講することができる

ため、ここ沖縄でも認定を受けることができ

る。また視聴期限はあるものの、自分のペー

スで受講できるのもインターネット研修の利

点の一つ。時間を見つけて、何とか期限内に

すべての講義を受講することができた。漢方

だけでなく、生薬の生産や歴史、世界の植物

についての講義もあり、幅広い知識を得るこ

とができる良い機会であったと思う。

　植物園の見学も、ラッキーなことに母校で

受けることができた。講師の先生も、学生時代

にお世話になった先生。卒業は3年前ではある

が、それでも懐かしく感じられた。勤務先で

はエキス剤しか取り扱いがないため、久しぶ

りに起原植物や生薬を直に見ることができる

と、漢方の面白さもまた感じることができた。

　「だから漢方っておもしろいんだよ。」うま

くいかない時も、うまくいった時も、大学時

代の恩師がよく口にしていた言葉。証に合っ

たものであれば、漢方薬もおいしく感じられ

るという。少しでも患者さん自身に合った漢

方を見つける手助けができたらいいな。そん

な気持ちで取ってみた資格。これからがス

タートだと思う。楽しみながら今後も漢方と

向き合っていきたい。
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　藤井基之は参議院において唯一の薬剤師議

員である。我々薬剤師の理想とする業務を現

実の社会で創り上げるにはこの人の力は欠か

せない。我々の主張を実現するには当然薬

剤師としての能力が基礎にないといけない

が、国民の支持、医療界の賛同、そして、政

治の力もまた必要である。正しい主張であれ

ば実現されると言えるほど現実の社会は甘く

ない。幾多の業種、団体が己の主張する懸案

を実現すべく活動している。政治力の備えも

しっかりしておかないといけない。その意味

からも、今回の参議院選挙は絶対に勝利しな

ければならないと考えていた。薬剤師連盟（以

下、薬連）の試算では、各都道府県に割り当

てた獲得目標数を合計すると20万票になる。

目標である20万票を獲得するために必要な票

数を各都道府県の薬連に割り振ったというの

が正しいのであろう。

　本県薬連に課された得票数は2,040票であ

り、これは前回の参議院選の際の得票数1,245

票を795票も上回る。折しも本県では米軍基

地を普天間から辺野古に移そうとする政府・

自民党の案に県民の多数が反対している。ま

た、本県出身の人気女性タレント候補の出馬、

さらに、劣勢の地方区の自民党候補者を応援

するために、参院地方区は自民党、全国区は

公明党へ投票しましょうと運動していた。言

わば藤井候補にとっては3つの逆風の中、選

挙を戦わなければならない状況であった。東

京で開かれた日薬連の会議において、各都道

府県薬連会長が一人ひとり選挙に望む気持を

表明する場面があった。私は「やれることは

全てやる」と自分の決意を述べた。

　平成26年12月31日現在、全国の届出「薬剤

師数」は288,151人であり、日薬会員数はお

およそ10万人である。皆が力を合わせれば20

万はおろか30万票も可能と思われる。本県の

薬剤師数は約2,100人である。割り当てられ

藤井選挙を振り返って
沖縄県薬剤師連盟 かく戦えり

沖縄県薬剤師連盟

会長　亀谷 浩昌

た2,040票は軽く達成出来ると思われる。こ

れだけの数の薬剤師がいるにも関わらず、実

際に得票できていないのはそれ相応の理由が

あるはずである。組織の力、政治の力につい

ての認識が弱いように思われた。

　今回、選挙運動をするに際して、まず足元

から固めることにした。薬連会員が動かなけ

れば力を十分に発揮できないので、先ず彼ら

に運動の重要性を説いた。薬連の我々が必死

になって行動しないかぎり、関係団体の協力

を得るのは難しい。次に、会員にはなぜ藤井

候補を当選させないといけないのか、政治力

の重要性を理解してもらう必要がある。納得

すれば自然と票は集まるだろう。

　具体的な活動としては、本県のノルマを地

区薬毎のノルマに分割して示し、運動期間中

は後援会入会者数獲得の進捗率を経時的にグ

ラフ化して会館の玄関に張り出し、会館を訪

れる人に地区ごとの頑張りが見えるようにし

た。また、機会を捕らえて各地区薬剤師会を

訪問し、役員の皆さんに協力を呼びかけた。

さらに、会館で開催される講演会・研修会の

時間を少し頂いて、参加者に政治力の重要性

を説いた。我々の望む薬を取り巻く環境を作

るには、当然ながら職能の向上は必須である

が、同時に組織力、資金力、政治力が欠かせ

ない。職能を活かして国民の健康を増進させ

信頼・共感を得、組織力・資金力をバックに

発言力を強化し、政治力をつけて政治家に協

力してもらい、事を成し遂げる。この中で投

票というお金のかからない方法を採ることが

コストパフォーマンスに優れていること等を

訴えた。離島を含めた全県下の薬局を訪問し

て協力要請をした。薬連会長が先頭に立って
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動いていることが多くの会員の共感を得たと

思う。若手の連盟役員も積極的に動いてくれ

た。薬業団体を積極的に訪問した。会員の伝

手がある企業を探して訪問した。薬剤師会と

関係のある企業・団体を訪問した。私個人に

関しては中学、高校、大学の友人にアタック

し、家内は家内の友人および関係者にお願い

をした。子ども達にも頼んだ。とにかく、「友

達の友達は友達だ」と勝手に解釈し、使える

コネは大いに利用した。

　開票当日、全国区はなかなか当落が決まらず、

当選の安堵を得たのは午前4時過ぎであった。程

なく副会長からメールが入り、同じ思いでいる

ことが分かり感激した。東京の幹事長に電話し

たが繋がらなかったのは当然のことであった。

　全国で前の選挙の得票数より伸びたのは14

都道府県であり、九州・山口で得票数を伸ば

したのは本県のみであった。内心、狙ってい

た得票数2,000票には至らなかったが、この

逆風の中、健闘したと言って良いであろう。

これまで政治には興味を示さなかった会員が

熱心に動いてくれて、大幅に票を伸ばした地

区が幾つもあった。この選挙を通じて思いを

一つにすることができた。薬剤師は団結する

ことで大きな成果を得る力を秘めていること

が分かったと思う。今回の運動を省みて、思

いつかなかった方法も幾つかあり、次回は更

に力を発揮したいと誓った。

　夏の参議院選挙から月日も経ち、振り返っ

てみると本当に厳しい選挙であった。我々薬

剤師の代表でもある「藤井もとゆき氏」の再

選に当たっては、会員及び職場スタッフやそ

の家族の皆様の協力があっての事と実感して

いる。今回の選挙にあたり、薬剤師会及び連

盟執行部での活動として、名簿収集･作成や

薬業団体等への表敬訪問は勿論のこと、一人

でも多くの方々に投票してもらうべく、会員

の薬局訪問による投票依頼に力を入れる次第

となった。

　亀谷浩昌会長や事務局の山城英人次長を中

心に連携し、宮古･石垣の離島を含め各地区

への訪問担当を決めて行った。又、南部地区

では新垣秀幸会長を中心に、うさぎ薬局の川

上善久先生や西崎病院の名嘉紀勝先生が連携

し、薬局を訪問しての投票依頼に協力して

頂いた。私は山城次長と3日間にわたり、中

部～北部地区の薬局を訪問させて頂いたのだ

が、今回は調剤報酬改定の年と重なっていた

事もあってか、想像していたよりも反応が良

かったという印象が強かった。

　ご承知の通り、2年に1回の調剤報酬改定に

は深く政治が関わっている。薬剤師職能を強

藤井もとゆき参議院選挙に向けての活動報告

沖縄県薬剤師連盟

副幹事長　石川 恵市

く訴える政治家がいることで、公平な改定が

堅持されるであろう。消費税率引き上げが先

送りとなり、2年後の調剤報酬改定にも少な

からず影響が出てくると懸念される中、国政

の場で発言できる政治家の存在が必須となっ

てくる。そのためにも、薬剤師職能を十分に

理解している「藤井もとゆき氏」に我々の意

見を強く通してもらいたく、薬剤師会として

は今後も連携を密に図っていく所存である。

同時に、政治の重要性を若手薬剤師に直接伝

えて理解してもらう事が、今後の重要課題と

なってくる。政治の場で決定される調剤報酬

によって、我々薬剤師は守られている旨を強

く伝えていかなければならない･･･。

　最後に、薬局訪問の際、患者様が混み合う

忙しい時間帯だったにも関わらず、快く応対

して頂いた薬剤師の先生方や医療事務スタッ

フの方々を始め、投票依頼活動を積極的に

行って頂いた各地区の会長に改めて感謝とお

礼を申し上げたい。
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　去る、6月15日に藤井もとゆき激励会が沖

縄都ホテルで開催されました。今回、司会と

いう役目を受け参加させて頂きましたので、

当日の様子をご報告致します。

　その日は平日ということもあり、当初より

参加者が少ないと危惧されていましたが、仕

事帰りにも関わらず、大勢の方に集まり頂き、

また医薬品卸企業のご協力も頂き、予想を上

回る人数で、立ち見もでるほどの大盛況とな

りました。今回、残念ながら藤井もとゆき先

生は全国行脚で大阪入りをしていたため、欠

席となりましたが、県薬でお馴染みの等身大

パネルが代わりに登壇し、会場を沸かしてく

れました。

　主催者あいさつでは、日本薬剤師連盟より

安東哲也副会長が来沖され、激励のあいさつ

を頂きました。

　来賓あいさつでは、松本純先生、とかしき

なおみ先生をはじめとする沖縄県選出国会議

員の先生方が多忙なスケジュールの中集まっ

て頂き、今回の選挙に対する熱い思いや藤井

もとゆきを絶対当選させるぞという強い意気

込みを伝えて頂きました。

　次に、藤井もとゆき先生のビデオメッセー

ジを見て頂き、前回の診療報酬改定について

藤井もとゆき激励会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年6月15日(水）19:30 ～ 21:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄都ホテル 瑞雲の間

沖縄県薬剤師連盟

総務　上原 卓朗

政治の場に薬剤師が必要だということを改め

て示して頂きました。

　最後に、石川恵市副幹事長より、高らかに

“がんばるぞ！”コールにて会場の気持ちを

一つにして、会を終えました。

　今回、選挙活動に参加させて頂き、改めて

薬剤師と政治との関係性について深く考える

機会となりました。例え薬剤師の代弁者がい

ない場合であっても、診療報酬改定や医薬品

医療機器等法の改正が行われます。当たり前

でないことが当たり前に行われる政治の場だ

からこそ、薬剤師職能が政治に密接に関わっ

ていること、そして今回の選挙の重みが少し

でも多くの人に伝わったのではないかと思い

ます。そして、その結果として、藤井もとゆ

き先生を当選させることができたのではない

のでしょうか。しかし、これで終わりとは思っ

ていません。次の世代の薬剤師のためにも選

挙活動は続いていきます。これからも連盟活

動へのご協力をよろしくお願い致します。
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＜藤井もとゆき激励会次第＞　　　　　　　　　司会 沖縄県薬剤師連盟 総　務　上原　卓朗

 1.開会のあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師連盟 幹事長　吉田　久子

 2.主催者あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師連盟 会　長　亀谷　浩昌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖縄県病院薬剤師会 会　長　中村　克徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日本薬業政治連盟 沖縄県支部長　稲嶺　　侃

 3.日本薬剤師連盟あいさつ　　　　　　　　　　　　日本薬剤師連盟 副幹事長　安東　哲也

 4.来賓あいさつ　　　　　　　　　　　 衆議院議員・自由民主党筆頭副幹事長　松本　　純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参議院議員・沖縄北方担当大臣　島尻安伊子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議員　宮﨑　政久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議員・厚生労働副大臣　渡嘉敷奈緒美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議員　國場幸之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議員　西銘恒三郎（代理：奥様 西銘雅子）

 5.藤井もとゆき氏あいさつ（ＤＶＤ放映）

 6.がんばるぞ！コール　　　　　 沖縄県薬剤師連盟副幹事長・若手薬剤師代表　石川　恵市

 7.閉会のあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師連盟 副幹事長　江夏　京子

藤井もとゆきからのメッセージ

“がんばるぞ！”コールで会場の気持ちを一つにして終会

吉田 久子 氏 亀谷 浩昌 会長 中村 克徳 氏 稲嶺　侃 氏 安東 哲也 氏 松本　純 議員

島尻 安伊子 議員 宮﨑 政久 議員 渡嘉敷 奈緒美 議員 國場 幸之助 議員 西銘 雅子 氏 江夏 京子 副幹事長
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平成28年9月1日(木）琉球新報 こども新聞
転載記事

琉球新報社こども新聞の取材について

　「薬剤師の仕事」を取材させてほしいとの依頼が、琉球新報社編集局長よりありました。

　同社は、教育界と新聞社が手を携えて展開している「ＮＩＥ」（Ｎewspaper Ｉn Ｅducation＝

教育に新聞を）運動の一環として、小学生記者による「琉球新報社こども新聞」を毎年9月上旬

に発行されています。1998年にスタートして今回で19回目の発行とのことです。こども達に記者

体験を通して文章表現への興味を抱かせると共に、世の中の仕組みや出来事を知る喜び、取材を

通した人との出会いの素晴らしさなどを経験してもらうことが目的とのことです。紙面には、政

治、経済、社会、スポーツ、地域、教育、娯楽面など多くの分野が掲載されています。

　こども記者は、宜野湾市立の小学校6年生の名嘉千晴さんで、昨年、インフルエンザにかかり、

薬局での薬剤師の対応と「薬の正しい使い方」を優しく教えてもらい、「薬剤師になりたい。薬

剤師の仕事を知りたい。」と思ったことがきっかけで、琉球新報社のこども新聞の記者に応募し

たとのことです。

　去る7月29日（金）の午前中に、会営薬局うえはらにて取材が行われ、仲真良重薬局長と上里

美矢子氏が名嘉さんからのインタビューに対応されました。名嘉さんからの多くの質問にも丁寧

に答えられ、終始ほのぼのとした雰囲気の中でインタビューは行われました。インタビュー後は、

調剤室での薬剤師の仕事を見学されました。　　　　　　　　　　 　（報告：事務局 大城喜仁）
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平成28年5月23日(月）琉球新報
転載記事
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転載記事

（女性薬剤師部会の与儀和子先生の投稿文が掲載されていました）
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平成28年9月8日(木）琉球新報
転載記事

平成28年8月26日(金）琉球新報

平成28年8月12日(金）琉球新報

多くの会員が復興のための支援をされています
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平成28年9月11日(日）沖縄タイムス

転載記事

（会員の薬局が紹介されていました）
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平成28年7月30日(土）沖縄タイムス
転載記事

平成28年8月27日(土）沖縄タイムス

（会員の薬局が紹介されていました）

（多くの分野で活躍中の前濱朋子副会長）
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会 務 報 告

    

 1水○沖縄県薬業連合会代表者会議　沖縄都ホテル　亀谷会長、稲福係長

 2木○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏、吉田理事

　　○宮古地区研修会「宮古島糖尿病カンファレンス」　ホテルアトールエメラルド宮古島

　　○平成28年度第3回臨時幹事会　県薬会議室

 3金○沖縄県病院薬剤師会精神科分科会講演会　沖縄県医師会館　MSD(株)

　　○ Intestinal Flora Seminar in 沖縄　自治会館　第一三共(株)

 4土　第10回那覇・浦添コ・メディカル糖尿病セミナー　ネストホテル那覇　MSD(株)

 5日○実務実習指導薬剤師養成・更新講習会　県薬研修室

 6月○薬学生実務実習受入委員会　県薬会議室

　　○平成28年度第2回広報委員会　県薬研修室

 7火○エビリファイ持続性筋注用発売1周年記念講演会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバー

　　　ビュー　大塚製薬(株）

　　○平成28年度第4回定例幹事会　県薬会議室

 8水○薬物乱用防止教室　国頭村立北国小学校　講師：村田成夫学薬部会長

　　○健康サポートのための多職種連携研修に係る都道府県薬剤師会説明会　TKP田町カンファ

　　　レンスセンター　松本圭五氏・盛本直也氏（地域保健開局委員会）

　　○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

 9木○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏、川満常務理事

　　○平成28年度第1回症例検討入門研修会　県薬ホール　講師：阪本崇彰氏（学術研修委員会）

10金○全国国民健康保険組合協会第67回通常総会・懇親会　ロワジールホテル那覇　亀谷会長

11土○平成28年度第3回定例理事会　県薬研修室

12日○第133回健康とおくすり相談会　サンエー那覇メインプレイス　担当：那覇地区薬剤師会

　　○中部地区薬剤師会総会　沖縄市福祉文化プラザ　亀谷会長、大城課長

14火○学術講演会　大濱信泉記念館　大塚製薬(株）

15水○健康サポート薬局に関する打合せ　県庁　笠原理事、稲福係長

　　○スポーツファーマシスト活動に関する意見交換会　県薬会議室　吉田典子(薬事情報セン

　　　ター )

16木○平成28年度沖縄県薬物乱用防止協会総会・表彰式　県薬ホール　前濱副会長

　　○平成28年度沖縄県警察官友の会役員会（総会）・懇親会　サザンプラザ海邦　大城監事

　　○第76回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室

　　○中部地区研修会「臨床薬剤師育成研修会」　(株)琉薬

17金○沖縄県子どもの未来県民会議第1回県民会議　県庁　亀谷会長

　　○国際シンポジウム「沖縄における医療分野の研究開発の推進」　沖縄コンベンションセン

　　　ター　稲福係長

18土○第4回琉球整形外科フォーラム　沖縄県医師会館　中外製薬(株）

19日○沖縄県薬剤師会第74回通常総会・懇親会　県薬ホール・研修室

20月○平成28年度文部科学省補助事業　『喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料』研

　　　修会　てだこホール　亀谷会長

22水○新豊見城中央病院複合ビルに関する打ち合わせ会議　総合計画設計事務所　亀谷会長

　　○ (株)薬正堂来訪　県薬会長室　亀谷会長

平成28年6月
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22水○平成28年度「健康づくり支援事業」第1回推進委員会　沖縄県総合福祉センター　吉田久

　　　子氏

23木○沖縄戦殉職医療人之碑へ慰霊　ひめゆりの塔構内　亀谷会長、長田紀昭、神村前会長、神

　　　村康江氏、宮城常務理事、吉田理事、大城課長

　　○沖縄県慢性期医療協会薬剤部会研修会　沖縄県医師会館　第一三共(株）

　　○糖尿病療養支援実践セミナー第12回コメディカル勉強会　ちばなクリニック　日本イーラ

　　　イリリー (株）

　　○第3回健康食品・サプリメントに関する研修会事前打ち合わせ会議　県薬研修室　亀谷会

　　　長、玉城武範、盛本直也、阪本崇彰、名嘉紀勝、大城課長

　　○医療保険委員会　県薬会議室

24金○日本薬剤師会第87回定時総会決算委員会　日本薬剤師会　亀谷会長

25土○日本薬剤師会第87回定時総会(26日迄)　ホテルイースト21東京　亀谷会長、江夏副会長

　　○平成28年度沖縄県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動6.26ヤング街頭キャンペーン　県内各所

　　○北部地区薬剤師会総会　ホテルゆがふいんおきなわ

26日○第44回沖縄県薬剤師会学校薬剤師部会総会・講演会　県薬研修室

　　○無菌調剤室共同利用に関する講習会と在宅医療のための無菌調製実践講座　会営薬局うえ

　　　はら

　　○南部地区薬剤師会総会　(株)アトル沖縄営業部

27月○日本薬剤師会有功賞伝達表彰　県薬会長室　被表彰者：平尾秀子氏、平尾慎一郎氏

28火○沖縄県保健医療部薬務疾病対策課来訪　県薬会長室　亀谷会長、大城課長

　　○会報取材（大浜浩志氏へインタビュー）　沖縄県環境政策部部長室　宮城常務理事、大城

　　　課長

　　○実務実習薬学生研修会（災害医療と薬剤師）　県薬研修室　我喜屋常務理事

29水○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原

　　○沖縄県薬業連合会理事会総会・懇親会　沖縄都ホテル　亀谷会長、稲福係長

30木○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏、吉田理事

　　○第3回健康食品・サプリメントに関する研修会　県薬ホール　講師：阪本崇彰氏（あにも

　　　調剤薬局・新生堂薬局琉球つかざん店）

 1金○ (株)すこやかホールディングス新社屋ビル落成パーティー及び内覧会　亀谷会長

　　○第8回沖縄精神科再発予防研究会　ダブルツリー by ヒルトン那覇首里城　共催：ヤンセ

　　　ンファーマ(株）

 2土○症例検討入門研修会チューター打ち合わせ会議　県薬会議室　大澤友二氏、潮平英郎氏、

　　　中尾滋久氏、玉城武範氏、伊差川サヤカ氏、古謝さなえ氏、砂川智子氏、小島進氏、外間

　　　登氏、大城課長

　　○平成28年度第2回症例検討入門研修会　県薬ホール　講師：大澤友二氏

 3日○調剤報酬請求業務講習会　浦添市てだこホール

 4月○実務実習薬学生「夜間救急実習」　会営薬局医療センター前

 5火○職場体験学習（那覇市立鏡原中学校）：6日迄　会営薬局とよみ　説明者：糸嶺達薬局長、

　　　島袋陽子、上野邦子、大城課長

平成28年7月
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 5火○平成28年度第5回定例幹事会　県薬会議室

 6水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

　　○生涯学習フェスタ「しごとミュージアム」　沖縄コンベンションセンター展示棟　伊差川

　　　サヤカ広報委員、実務実習薬学生、大城課長、長嶺（事務局）

 7木○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏、川満常務理事

　　○未来の産業人材育成事業「職業人講話」に関する事前打合せ　県薬会議室　亀谷会長、大

　　　城課長

　　○平成28年度第1回医薬分業対策委員会　県薬研修室

　　○糖尿病治療学術講演会　沖縄県医師会館　共催：ノボノルディスクファーマ(株）

 8金○卸勤務薬剤師会沖縄県支部理事会　(株)琉薬

　　○卸勤務薬剤師会沖縄県支部総会　(株)琉薬　亀谷会長、山城次長

　　○第15回OCEAN研究会　ザ・ナハテラス　共催：吉富薬品(株)

　　○宮古地区研修会「宮古地区抗凝固療法研究会」　ホテルアトールエメラルド宮古島

 9土○平成28年度第4回定例理事会　県薬研修室

10日○平成28年度新任・新人薬剤師研修会　県薬ホール、沖縄県立南部医療センターこども医療

　　　センター

　　○無菌調剤室共同利用に関する講習会と在宅医療のための無菌調製実践講座　会営薬局うえ

　　　はら

11月○地域保健開局委員会　県薬研修室

13水○平成28年度第2回都道府県会長協議会　日本薬剤師会　亀谷会長

　　○平成28年度第2回学術研修委員会　県薬研修室

　　○調剤報酬請求業務講習会in八重山　大濱信泉記念館　講師：仲真良重医療保険委員長

14木○薬物乱用防止教室「アルコールの害について」　北丘小学校　講師：大城恭子氏

　　○未来の産業人材育成事業「職業人講話」　久米島町立久米島西中学校　講師：山城晶氏

　　○中部地区研修会「平成28年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会第1回講義」　中部地区医

　　　師会

　　○ STOP HYPERTENSION in OKINAWA　ホテル日航グランドキャッスル　共催：大日本住友製薬

　　　（株）

　　○第4回健康食品・サプリメントに関する研修会　県薬ホール　講師：名嘉紀勝氏（西崎病院）

15金○八重山地区研修会「八重山地区糖尿病フォーラム」　ホテル日航八重山

16土○薬学実務実習に関するガイドライン説明会　県薬ホール

17日○平成28年度医療通訳ボランティア養成講座　(公財)沖縄県国際交流・人材育成財団　講師：

　　　阪本崇彰氏

　　○第54回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップin九州・福岡（18日迄）　福岡大学薬

　　　学部棟　伊敷美佳氏、幸地良信氏、小湾喜彦氏、西川裕氏、與世平千夏氏、四谷祐子氏

19火○未来の産業人材育成事業「職業人講話」　竹富町立黒島中学校　講師：亀谷会長

20水○薬物乱用防止教室「タバコの害について」　北丘小学校　講師：大城恭子氏

　　○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原

　　○中部地区研修会「平成28年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会第2回講義」　中部地区医

　　　師会

　　○調剤報酬請求業務講習会 in 宮古　ホテル協和　講師：仲真良重医療保険委員長
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21木○平成28年度第1回沖縄県後期高齢者医療制度運営懇話会　沖縄県後期高齢者医療広域連合

　　　江夏副会長

　　○平成28年度第1回南部地区健康おきなわ21推進連絡会議　沖縄県南部保健所　小湾勝敏氏

　　○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏、吉田理事

　　○薬と健康の週間についての打合せ会（薬務疾病対策課・那覇市保健所）　県薬会議室　大

　　　城課長・稲福係長

　　○第2回薬まーるの会　県薬ホール　ファイザー (株）

　　○健康サポート薬局に関する打合せ　県薬研修室　笠原理事、西川裕氏、盛本直也氏、松本

　　　圭五氏、稲福係長

　　○中部地区研修会「臨床薬剤師育成研修会」　(株)ダイコー沖縄

22金○八重山地区研修会「八重山地区認知症カンファレンス」　ホテル日航八重山

24日○第1回薬剤師のための在宅医療教育セミナー　県薬ホール

25月○第5回健康食品・サプリメントに関する研修会事前打ち合わせ会議　県薬会議室　玉城武

　　　範氏、盛本直也氏、阪本崇彰氏、名嘉紀勝氏、金城絵理子氏、大城課長

26火○健康サポート薬局に関する打合せ　県薬会議室　笠原理事、西川裕氏、盛本直也氏、松本

　　　圭五氏、山城次長、稲福係長

27水○沖縄県老人クラブ連合会健康づくり支援事業リーダー養成講習会「薬の正しい使い方」　

　　　南部総合福祉センター　講師：阪本崇彰（南部地区薬剤師会・あにも調剤薬局）、大城課長

　　○未来の産業人材育成事業「職業人講話」　宮古島市教育事務所　講師：松尾はつよ氏

　　○なごみ会主催県民健康フェア打合せ　県薬会議室　笠原理事、中尾滋久氏、松本圭五氏、

　　　稲福係長

28木○藤田次郎琉球大学医学部附属病院長訪問　琉球大学医学部附属病院院長室　亀谷会長、江

　　　夏副会長、仲真薬局長、大城課長

　　○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原

　　○平成28年度(第30回)歯･口の健康に関する図画･ポスターコンクール表彰式・特別記念講演・

　　　記念祝賀会　沖縄県口腔保健医療センター　前濱副会長

　　○宮古地区研修会「宮古地区循環器と糖尿病セミナー」　沖縄県立宮古病院

　　○脳卒中学術講演会　ラグナガーデンホテル　日本ベーリンガーインゲルハイム(株）

　　○なごみ会主催県民健康フェア第4回実行委員会　沖縄県医師会館　笠原理事、稲福係長

29金○琉球新報社より取材（こども新聞）　会営薬局うえはら　仲真薬局長、上里美矢子氏、大

　　　城課長

　　○九州山口地区薬剤師会薬局実務実習受入調整機関運営委員会　福岡県薬剤師会館　我喜屋

　　　常務理事

　　○エビリファイ持続性筋注用発売1周年記念講演会　新垣病院　大塚製薬(株）

　　○宮城信雄氏前沖縄県医師会退任激励会　ロワジールホテル＆スパタワー　亀谷会長

31日○平成28年度女性薬剤師部会第18回漢方講座　県薬ホール

    

 1月○めんそーれ沖縄県民運動推進協議会総会・表彰式　沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ

　　　6階ニライカナイ　亀谷会長

平成28年8月
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 2火○医療機関の重複受診による向精神薬の大量入手事案について沖縄県医師会との情報交換会

　　　沖縄県医師会館　亀谷会長、仲真良重医療保険委員長、大城課長

　　○平成28年度第6回定例幹事会　県薬会議室

 4木○なごみ会主催県民健康フェアについての新聞社表敬訪問　沖縄タイムス・琉球新報社　笠

　　　原理事、稲福係長

　　○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏

　　○平成28年度第3回地域医療支援病院運営委員会　豊見城中央病院　亀谷会長

　　○沖縄県医師会より来訪　県薬会長室　亀谷会長、吉田理事

 5金○第7回沖縄疼痛研究会　沖縄県医師会館　久光製薬(株）

 6土○第2回トファシチニブ適正使用講演会　沖縄都ホテル　ファイザー (株）

 7日○実務実習指導薬剤師養成・更新講習会　県薬研修室

　　○第9回熟年の集い　沖縄都ホテル

 8月○爆発物原材料の不審購入者の通報等に関して那覇署より来訪　県薬会長室　亀谷会長、大

　　　城課長

　　○協会けんぽより来訪（今後のジェネリック促進について）　県薬会長室　亀谷会長

　　○青年部会総会の打ち合わせ会議　県薬会議室　石川理事、大城課長・長嶺（事務局）

 9火○沖縄県公害審査会委員辞令交付式　県庁　我喜屋常務理事

　　○平成28年度第1回公害審査会　県庁　我喜屋常務理事

　　○なごみ会主催県民健康フェア事前打合せ　県薬ホール

10水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

12金○ネオフィスト研究所（吉岡ゆうこ氏）来訪　県薬会長室　亀谷会長、大城課長

　　○第6回世界のウチナーンチュ大会第4回実行委員会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハー

　　　バービュー　亀谷会長

　　○平成28年度第2回沖縄県がん診療連携協議会　琉球大学医学部管理棟　亀谷会長

13土○平成28年度第5回定例理事会　県薬研修室

14日○健康サポート薬局関連研修会　県薬ホール

18木○第77回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室

　　○中部地区研修会「平成28年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会推奨講演会」　中部地区

　　　医師会

　　○中部地区研修会「臨床薬剤師育成研修会」　(株)ダイコー沖縄

19金○第6回うちなぁがん薬ー薬連携講演会　県薬ホール

　　○平成28年度沖縄県公務員薬剤師会退職激励会　ダイワロイネットホテル沖縄県庁前　亀谷

　　　会長、大城課長

21日○認定実務実習指導薬剤師養成講習会　大濱信泉記念館　我喜屋常務理事

　　○なごみ会主催県民健康フェア　沖縄コンベンションセンター展示棟

22月○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原

　　○沖縄県Uターン希望薬学生の病院・薬局見学　琉球大学医学部附属病院、那覇市立病院、

　　　沖縄県立南部医療センターこども医療センター　崇城大学薬学部6年生、大城課長

　　○平成28年度沖縄県薬剤師認知症対応力向上研修会の事前打合せ会議　県薬会議室　中尾滋

　　　久氏（地域保健開局委員会）、玉城千春氏（沖縄県健康長寿課）、大城課長
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23火○ 2期実務実習受入説明会及び伝達講習会　県薬研修室　講師：我喜屋美香委員長、佐藤雅

　　　美副委員長、浅沼健一委員（薬学生実務実習受入委員会）

　　○第2回周産期医療薬物療法講習会　琉球大学医学部臨床研究棟

24水○平成28年度第3回広報委員会　県薬会議室

25木○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏、吉田理事

　　○沖縄県後発医薬品安心使用促進協議会　県庁　江夏副会長

　　○第5回健康食品・サプリメントに関する研修会の事前打ち合わせ会議　県薬会議室　亀谷

　　　会長、玉城武範、阪本崇彰、名嘉紀勝、金城絵理子、大城課長

　　○第2回医薬分業対策委員会　県薬研修室

28日○医薬分業対策委員会主催研修会・会議　県薬研修室・ホール

29月○平成28年度沖縄県科学技術大学院大学発展促進県民会議総会　沖縄県科学技術大学院大学

　　　キャンパス講堂　亀谷会長

　　○管理者会議　県薬研修室

30火○平成28年度未来の産業人材育成事業第1回合同会議　沖縄県立博物館　大城課長

31水○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原
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沖縄県薬剤師連盟会務報告

平成28年6月

 1水○島尻あい子参議院議員へ推薦状交付　アイ・ラブ沖縄!かがやく県民の会　亀谷会長、山

　　　城次長

 3金○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　南部地区　亀谷会長、山城次長

 6月○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　中部地区　石川副幹事長、山城次長

 9木○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　中部地区　石川副幹事長、山城次長

11土○アイ・ラブ沖縄!かがやく県民の会 拡大役員会議　アイ・ラブ沖縄!かがやく県民の会

　　　山城次長

14火○ (株)OCC訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　（株)OCC　亀谷会長、山城次長

　　○参議院議員選挙 第1回実務者会議　アイ・ラブ沖縄!かがやく県民の会　山城次長

15水○藤井もとゆき激励会　沖縄都ホテル

17金○島尻あい子「沖縄の子どものために」出版祝賀会　パシフィックホテル沖縄万座の間　亀

　　　谷会長、神村顧問、吉田幹事長、新城光枝総務、山城次長

18土○渡嘉敷なおみ厚生労働副大臣との意見交換会　県薬研修室

　　○自由民主党「一日政調会」　沖縄県歯科医師会館　亀谷会長、神村顧問、吉田幹事長、江夏・

　　　姫野・石川副幹事長、山城次長

19日○沖縄県薬剤師連盟評議員会　県薬ホール

21火○都道府県薬剤師連盟担当者会議(22日迄）　品川プリンスホテル　石川副幹事長、山城次長

22水○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　北部地区　亀谷会長

　　○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　南部地区　新垣秀幸南部地区薬剤師会会

　　　長、名嘉紀勝青年部担当

　　○参議院議員選挙 第2回実務者会議　島尻あい子選対本部　大城課長

26日○ (株)薬正堂管理薬剤師会議訪問　すこやか薬局ライカム店　石川副幹事長、大城課長

27月○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　石垣・宮古　川満正啓宮古地区薬剤師会

　　　会長、亀谷会長、山城次長

29水○島尻あい子・秋野公造 合同総決起大会　沖縄県立武道館　神村顧問、吉田幹事長、城間

　　　盛光総務、山城次長・大城課長・松堂（事務局）

30木○参議院議員選挙 第3回緊急実務者会議　島尻あい子選対本部　山城次長

    

平成28年7月    

 2土○ ｢島尻あい子」ビラ配布　島尻あい子選対本部　山城次長

 4月○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　南部地区　川上善久南部地区薬剤師会副会長

 6水○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　那覇地区　亀谷会長、山城次長

 8金○薬局訪問（藤井もとゆき後援会名簿協力願い）　那覇地区　亀谷会長、山城次長

 9土○参議院選挙 島尻あい子応援練り歩き　松山公園～むつみ橋　山城次長・小泉宝之・上原

　　　美也子・長嶺勇作（事務局）

　　○参議院選挙 島尻あい子打ち上げ式　むつみ橋　神村顧問、吉田幹事長、城間盛光総務、

　　　山城次長・小泉宝之・前原里江・上原美也子・長嶺勇作（事務局）

25月○國場幸之助衆議院議員との意見交換会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　亀谷会長、

　　　神村顧問、吉田幹事長、江夏・姫野・石川各副幹事長、山城次長

29金○沖縄県薬剤師連盟全体会議・慰労会　ラ・フォンテ
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一 包 一 話

　今年の8月は行事が多く目も耳も多忙を極

めたひと月であったように思う。まず、8月

6日と8月9日は広島と長崎に原爆が投下され

た日である。一瞬にして数十万人の生命を奪

い去り、今も被爆による後遺症で苦しむ人が

多い。人類史上最大で最悪の兵器だ。このよ

うな原爆が地球上に無数に増えていて、いつ

かどこかの指導者がボタンを押すことになる

かもしれないのが恐ろしい。人類は核で亡び

るのだろうか？ウラン型の広島の原爆にはリ

トルボーイ、プルトニウム型の長崎原爆には

ファットマンというニックネームで呼んでい

たというから大変複雑な気持ちになる。サ

ミットで来日したオバマ大統領が広島の地に

立ち、原爆資料館を見学して、彼自身が主張

するノーベル平和賞にもつながった核廃絶を

一歩でも半歩でも歩み進めることになっただ

ろうか？次に、8月15日には終戦記念日であ

る。日本の敗戦から72年になる。200万人以

上の国内の尊い生命を奪い、アジアにも数多

くの犠牲者を出した。み魂への祈りをささげ

る。想い出したくもないが忘れてはならない。

戦争の愚かさを後世に伝えなければならない

のである。

　この一連の負の記念日が続いた後に今度は

一転し平和の祭典、リオデジャネイロオリン

ピックがスタートした。施設造りの遅れ、ジ

カ熱の流行、テロと治安の悪さが心配されて

出場辞退者も出た。ところが、開幕すると何

事もなく順調に進んで行くではないか。注目

されたアスリート達は期待通りのパフォーマ

ンスを見せつけ、世界を興奮させた。世界一

速い男のウサインボルトは他を全く寄せつけ

ず素晴らしい記録で強さを見せつける100・

200ｍ走の3連覇である。いつかボルトを押

える選手の“ナット”は出てくるだろうか。

2020年、東京に関心が移っていく。燃える夏

である。高校野球は甲子園である。プレーす

る球児達は今年もドラマを作る。沖縄の嘉手

納高校が一勝をあげてくれた。リオオリン

8月・お盆の後先き

ピックと甲子園でラジオとテレビのチャンネ

ルもカチャカチャと目も耳も休まる暇がない

のだ。

　さらに加えて、月遅れ盆と旧盆が重なって

忙しさに輪をかける。ウチナー※1では年配の

人はシチグヮチソーグヮチと言う言葉を使

う。シチグヮチは７月であり、ソーグヮチは

新年である。シチグワチは旧暦7月つまりお

盆を指す。3日間のお盆に一ヶ月を当てるの

はそれ程大きい行事だというのであろう。こ

のお盆、いつ頃から始まったのだろうか。地

域により諸説があるだろうが、こんな話があ

る。お釈迦様の弟子に目連という方がいた。

目連は或る日、亡くなった両親があの世でど

うしているだろうかと気になり、お釈迦様に

相談したところ、神通力で目の前に様子を写

して見せたのである。父親は極楽で静かに暮

らしていたが、母親は地獄の餓鬼道に堕ちて

哀れな姿である。飢えていて何かを食べよう

とすると口の前で燃えてしまう。目連は大い

に悲しみ、何とか母親を助けることは出来な

いだろうかと尋ねると、修行僧・高僧達に頼

み、果物・ごちそうを供え、経文を唱え、供

養することで、道は開かれるだろうとのこと

である。目連はそれを実行して3日3晩の供養

を続けた。有難いことに、母親は餓鬼道から

脱けることが叶ったのである。これが7月13

日、14日、15日であった。この事が村から村へ、

国から国へ伝わり、広がっていった。これが

お盆の起源の一つであるという。人々は自分

達の亡くなった親やご先祖様を供養し、感謝

を奉げるのである。地域によっては念仏踊り

も伝えられている。これが沖縄のエイサーの

ルーツであるとも言われているが、今では郷

土芸能として広く知られて大人気である。地

域によっては新暦の盆・月遅れ盆・旧盆と月

日が異なり、やり方も色々と違っていて面白

いが、やはり「心は一つ」であると思う。

　我が家でも13日のウンケー※2から朝・昼・

夜の三度の食事でトートーメー※3のウトゥイ
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ムチ※4をする。果物やお菓子で一杯に飾りつ

けた仏壇に線香が煙っている。ヤマト※5育ち

の妻の、地元の人にも勝るウトゥイムチに

トートーメーは殊の外お喜びだろうと思うの

である。兄弟や親戚の人達が入れ替わりやっ

て来て線香をあげる。みんな車で来るので滞

在時間が短く、ハーエーナーエー※6なのが少

し物足りない。また、小生も親戚回りに出か

ける。本家と母方の実家、上の代の交流のあっ

た親戚を回る。時にはもっと親交を深めよう

とゆっくりする事もある。2年前に母の実家

へ行った時、先客さんが座っていた。線香を

あげてから同席した。従弟の母親方の親戚だ。

お互い紹介してもらって話し易くなった。従

弟が言う。「こちらの息子さんはフランスに

いるんですよ。」

　「エッ、フランスですか？イイですね。た

まには帰ってきますか？」

　「イイエ、全く帰りません。」

　「お盆にも帰りませんか？」

　「帰りませんね」

　「そうだ、フランスにもボンはありますか

らね。」

　「エッ！フランスにですか？」

　「はい、セッシボンと言いますが･･･」

　傍らの奥さんが小さくクスッと笑った。2

人はキョトンとしている。駄洒落の空振り3

振は気の抜けたコーラのような味がする。

　ウークイ※7の夜である。仏壇のお供え物を

玄関のテーブルに移し、お見送りである。こ

れはお土産という訳である。5歳と3歳の孫達

も小さな手を合わせてウートゥトゥ※8とやる

から可愛らしい。3日間、歓待を受けチトゥ

を抱えて帰途につく。ご先祖様達を羨んで嫉

妬して行く所のない迷い霊達が道中を邪魔し

ないように、この者達には食べ物の切れはし

やダンゴなどをンバシ※9の葉に包んで「これ

でガマンしてネ」と持たせる。これをミンヌ

クという。生命のリレーで自分達を生んだ親、

ご先祖様達を敬い大事にすることは自分自身

を大事にすることに通ずる。デジタルの時代、

ITの時代、人口知能が主役になってもこの行

事は続いてゆくのだろうと思う。熱中症が多

発し、国内外のイベントが盛り沢山だった8

月が終わり、ここ沖縄でも秋の気配を感じる

のである。

橋の下

※1：沖縄県

※2： 旧盆の初日。「お迎え」の日。

※3：お仏壇

※4：お世話

※5：年配の方が時に本土のことをヤマトと言う。

※6：急ぎ足。そそくさ。

※7：旧盆の最終日。「お送り」の日。

※8：仏壇に手を合わすさま

※9：クワズイモ
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誌上ギャラリー（裏表紙）について

　上：「旅のスケッチ（ベトナム）」水彩画 by 小那覇 幸子（おなは薬局）

中央：「斎場御嶽（せーふぁうたき）」photo by 伊集 智英（くはら薬局）　撮影地：南城市知念

左下：薬草園だより「ウコンの花」撮影地：沖縄県薬剤師会“薬草園”

右下：「サンゴの群生」photo by 吉田 洋史（吉田薬局はんたがわ店）　撮影地：宮古島市の伊良部島
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新入職員紹介女性薬剤師部会 薬草園だより

よろしくお願いします！　ウコンの花が咲きました。薬草園

を手掛けた時、真っ先に植えたウコ

ン。約3年になりました。多年草な

ので植えっぱなしですが、毎年季節

を感じては、芽を出してくれます。

そうそう、此処に植えたんだよね。。。

と思ったのは春。葉っぱが大きく

なった夏、そしてこの季節に花が咲

くので、秋ウコンです。さわやかな

ピンクとグリーンのパステルカラー

の花が、根元から15センチくらいの

所に咲いています。置かれた所に咲く。。。そう言っているよ

うです。I  wonder  was  philosophical too...?
（女性薬剤師部会　与儀 和子）
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　暦の上では秋なのに、まだまだ残暑厳しい毎日。

いかがお過ごしだろうか。会社を設立して18年経

つが、このたび弊社の4店舗が10周年を迎えた。

10年は節目の年である。翻ってみると山あり谷あ

り、紆余曲折の日々。10年前のビジョンが今に至っ

ているかどうかは別にして「よく頑張ったな」と

感慨深い。さて、沖縄県薬剤師会も節目の年であ

り「創立90周年」を迎える。先人の思いが今に繋

がり、今の思いが未来に繋がっていくのだ。10年

後、100周年を迎える立派な沖縄県薬剤師会の姿。

我々にはそれが見えている。　　　　　　　（宮）

　今回の診療報酬改定後に講習会や勉強会が例年

に比べて増えたと思われる。嬉しいことだ。かか

りつけ・健康サポート・地域包括ケアなどのキー

ワードをもとに、今後薬剤師に求められることが

多くなっているからであろう。学ぶ場が増えるに

伴い、県薬事務局スタッフの講師選定や日程調整、

会場運営などの業務も増えているが…。事務局ス

タッフの皆様方、いつもありがとうございます。

（みつなり）

　ソウルへ２泊３日の弾丸ツアーを決行した。市

内では鉄道もホテルもデパートもWi-Fiが無料で

使えて相当便利なことに驚いた。満喫し帰宅して

から、夢の中では日本語と韓国語と英語が飛び

交っている。勝手に字幕も出るが、果たして当っ

ているのか･･･。　　　　　　　　　　　（いさ吉）

　電子薬歴を導入してはや2年になる。居宅用電

子薬歴として利用しているノートパソコンのモ

ニター部分が壊れてしまい買い換えることにし

た。しかし･･･「パソコンなんてみな同じ」と言

うやや若手の薬剤師の主張を受け入れて中古のパ

ソコンを購入した。ところがデータを入れ替えて

使い始めてみるととてもとても今までと同じパソ

コンとは思えない。カーソルはすぐ行方不明にな

るし、漢字変換がまるでだめなのにはまいってし

まった。漢字変換が全くうまくいかず後はひらが

なで入力する羽目になっていた。「グーグル辞書

を入れると良い」というありがたいアドバイスを

受けてやってみたら、醜いアヒルの子が白鳥にな

るがごとく、漢字変換もスイスイとなり、入力ス

トレスは解消！カーソルが想定外の動きをするの

は、別の原因だったようで、よくは分からないが

ちょっとした操作で良くなっているような気がす

る。これで当分は我慢することにしよう。 （ピアナ）

　先日、子供と近くの川に遊びに行った。なかな

かどうして、沖縄にもきれいな湧水の池？川？が

あり、他にも複数の親子連れや子供が遊びに来て

いる。そんな中、一部の大人が、わき出る水を

ペットボトルで汲んで、飲料水にしている。確か

に見た目はとてもきれいな水だが飲料水として良

いかは、はなはだ疑問だ。よく見るとその大人は

当薬局に来ていた患者さんで、ピロリ菌の除菌失

敗の経歴を持つ。コンプライアンスが悪かったた

めと思っていたがここにも原因の一端があるので

は･･･、と思えた。　　　　　　　　　 　　（松）
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